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読者のみなさまから寄せられたお薬に関する疑問や不安について、
日本薬剤師会副会長の生出泉太郎先生にお答えいただきました。

おくすりＱ＆Ａ　その3

第 27 回

❶
薬
の
正
し
い
保
管
方
法
や
保
管
場
所
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
Ｔ
・
Ｎ
さ
ん（
30
代
）東
京
都
】

薬
の
天
敵
は
、
光
と
熱
と
湿
気
。
薬
の

成
分
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
高
温
・
多
湿
を
避
け
て
、
風
と
お
し

の
い
い
日
陰
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
冷
蔵
庫
は
Ｎ
Ｇ
。
錠
剤
や
カ

プ
セ
ル
剤
、
粉
薬
が
結
露
に
よ
っ
て
湿
気

を
お
び
て
し
ま
う
こ
と
も
。
座
薬
や
目
薬

な
ど
「
要
冷
蔵
」
と
明
記
さ
れ
た
も
の
以

外
は
入
れ
な
い
で
。

「
冷
凍
庫
」
は
絶
対
に
Ｎ
Ｇ
。
凍
る
と
変

質
し
て
し
ま
い
ま
す
。

通
常
の
保
管
法
と
異
な
る
場
合
は
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
や
説
明
書
に
記
載
が
あ
る
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

❷
よ
く
、
飲
み
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
ま

っ
た
薬
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
？

監修：生出泉太郎
おいで・せんたろう
日本薬剤師会副会
長（一般用医薬品
委員会、薬学教育
委員会などを担当）。

【
Ｈ
・
Ｋ
さ
ん（
60
代
）宮
崎
県
】

か
か
り
つ
け
の
薬
局
に
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
薬
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に

薬
剤
師
が
調
整
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

た
と
え
ば
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
慢

性
疾
患
の
場
合
、
４
週
間
以
上
の
長
期
処

方
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
み
忘

れ
も
、
と
き
と
し
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、

毎
回
４
週
間
分
処
方
さ
れ
る
薬
が
１
週
間

分
残
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
れ
ば
、
薬
剤

師
が
主
治
医
と
相
談
の
上
、
次
回
に
３
週

間
分
だ
け
処
方
し
て
、
薬
が
無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
に
合
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

❸
抗
生
物
質
を
１
週
間
分
処
方
さ
れ
、３

日
で
治
っ
た
の
で
途
中
で
飲
む
の
を
止
め

ま
し
た
。
次
に
同
じ
症
状
の
と
き
に
飲
ん

で
も
い
い
で
す
か
？

【
Ｔ
・
Ｔ
さ
ん（
50
代
）神
奈
川
県
】

処
方
薬
は
決
め
ら
れ
た
日
数
分
を
、
欠

か
さ
ず
飲
む
の
が
大
原
則
で
す
。
３
日
で

症
状
が
消
え
た
と
し
て
も
、
体
内
に
は
細

菌
が
残
っ
て
い
ま
す
。
医
師
は
患
者
さ
ん

の
症
状
を
診
て
、
必
要
な
量
を
、
必
要
な

日
数
分
だ
け
処
方
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

を
お
忘
れ
な
く
。

ま
た
、「
処
方
薬
の
使
用
期
限
＝
医
師

か
ら
指
示
さ
れ
た
期
間
」
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。
１
週
間
分
処
方
さ
れ
た
薬
の
使
用

期
限
は
、
原
則
１
週
間
。
そ
れ
が
過
ぎ
た

ら
、
思
い
き
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

❹
一
年
前
に
処
方
さ
れ
た
頓
服
薬
を
保
管

し
て
い
ま
す
。い
ざ
と
い
う
と
き
に
飲
ん
で

も
Ｏ
Ｋ
？　
　
【
Ｏ
・
Ｋ
さ
ん（
40
代
）新
潟
県
】

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い
…
…
。

　

た
い
て
い
頓
服
薬
は
、「
熱
が
出
た
と

き
、
何
回
分
」
と
い
う
よ
う
に
処
方
さ
れ
、

使
用
期
限
は
細
か
く
は
指
示
さ
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
般
的
に
薬

の
使
用
期
限
は
、
製
造
か
ら
３
年
程
度
。

薬
局
で
２
年
保
管
さ
れ
て
い
た
薬
で
あ
れ

ば
、
処
方
の
１
年
後
に
は
使
用
期
限
が
切

れ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
ま
り
に
も
時
間
が
た
つ
と
、

医
師
が
診
断
し
た
と
き
と
病
気
の
状
態
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
…
…
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
ま
す
。
長
い
間
保
管
し
て
い

る
頓
服
薬
は
、
捨
て
る
か
、
薬
局
に
持
ち

込
ん
で
薬
剤
師
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

「薬の管理法のコツ」

高
温

湿
気

直
射
日
光
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第 42 回

正
常
な
肝
臓

肝
臓
が
ん
の
約
7
割
が		

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
も
の

―
Ｃ
型
肝
炎
は
、そ
も
そ
も
ど

ん
な
病
気
で
す
か
？

「
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
が
あ
っ
て
、
日
本

人
に
多
い
の
は
Ⅰ
ｂ
型
と
Ⅱ
ａ

型
、
Ⅱ
ｂ
型
で
す
。
も
っ
と
も

患
者
数
が
多
い
の
が
Ⅰ
b
型

で
、
約
７
割
。
国
内
に
は
推
定

で
1
5
0
〜
2
0
0
万
人
の

感
染
者
が
い
ま
す
が
、
う
ち

1
2
0
万
人
は
感
染
に
無
自
覚

で
、
未
治
療
の
状
態
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
」

―
病
気
の
進
行
が
ゆ
る
や
か
な

監
修
：
溝
上
雅
史
先
生

み
ぞ
か
み
・
ま
さ
し
　
独
立
行
政
法
人
国
立
国
際

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
）

免
疫
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
専
門
は
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
治
療
。
抗
ウ
イ
ル
ス
製
剤
の
研
究
開
発
お
よ
び

治
療
の
第
一
人
者
。
1
9
7
6
年
名
古
屋
市
立
大

学
医
学
部
卒
業
。
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
臨
床

分
子
情
報
医
学
教
授
。

図１　Ｃ型肝炎ウイルスが感染した場合の経過

の
で
す
ね
。

「
え
え
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
と
、
急
性
肝
炎
を

発
症
し
ま
す
が
、
約
３
割
の
方

の
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
自
然

に
排
除
さ
れ
ま
す
。
残
り
７
割

の
方
は
、
慢
性
肝
炎
に
移
行
し

ま
す
。
食
欲
不
振
や
全
身
倦
怠

感
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
自

覚
・
無
症
状
の
ま
ま
で
す
。
さ

ら
に
感
染
し
て
か
ら
20
年
ほ
ど

で
肝
硬
変
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
段
階
で
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
い
た
こ
と
に

気
づ
く
方
が
多
い
ん
で
す
。

そ
の
後
さ
ら
に
10
年
ほ
ど
か

け
て
約
８
割
の
方
が
肝
臓
が
ん

を
発
症
す
る
。
日
本
で
は
年
間

３
万
人
以
上
の
方
が
肝
臓
が
ん

で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
う
ち
約

７
割
が
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
原
因
と
み
ら
れ
ま
す
」

―
―
感
染
の
お
も
な
経
路
は
？

「
血
液
感
染
で
す
。
輸
血
や
血

液
製
剤
使
用
等
の
医
療
行
為
、

針
刺
し
事
故
、
刺い

れ

青ず
み

、
ピ
ア
ス

の
穴
あ
け
、
麻
薬
の
回
し
打

ち
、
ひ
げ
そ
り
や
歯
ブ
ラ
シ
の

共
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
れ

に
、
母
子
感
染
の
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
性
行
為
も
ノ
ー
リ
ス
ク
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

じ
つ
は
、
日
本
人
に
は
感
染

者
が
多
い
。
感
染
患
者
数
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
約
20
倍
で
す
」

―
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

「
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
発
見

日
本
の
Ｃ
型
肝
炎
の
患
者
さ
ん
は
推
定
１
５
０
万
人
以
上
。

従
来
、
治
癒
の
難
し
い
病
気
で
し
た
が
、
昨
年
、
画
期
的
な
新
薬
が
登
場
し
ま
し
た
。

今
回
は
Ｃ
型
肝
炎
の
最
新
治
療
に
つ
い
て
、
溝
上
雅
史
先
生
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

Ｃ
型
肝
炎
の　

治
療

最
新

 C型肝炎
ウイルス

感染

Ｃ型肝炎ウイルスに感染すると、
約2〜14週の潜伏期間を経て急
性肝炎を発症します。うち30％
は自然治癒するが、残りの70％
は慢性肝炎に移行。慢性肝炎を
治療せずに放置していると、約
10〜20年で肝硬変に、さらに10
年ほどで肝臓がんを発症します。

急
性
肝
炎

自
然
治
癒

肝
臓
が
ん

慢
性
肝
炎

肝
硬
変

30％

70％

10〜20年

10年
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図２　Ｃ型肝炎ウイルス抗体の早期検査が必要な方

さ
れ
た
の
は
、
1
9
8
9
年
で

す
。
日
本
に
は
、
明
治
初
期
に

西
洋
医
学
の
本
格
的
導
入
と
同

時
に
到
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
間
に
、
医
療
者

や
麻
薬
中
毒
者
な
ど
に
よ
っ
て

不
衛
生
な
注
射
針
の
回
し
打
ち

等
が
広
範
に
行
わ
れ
て
、
感
染

者
を
増
大
さ
せ
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
日
本
住
血
吸
虫
治
療
、

戦
後
の
ヒ
ロ
ポ
ン
中
毒
…
…
。

１
９
９
0
年
以
前
の
輸
血
や
血

液
製
剤
使
用
も
、
感
染
拡
大
の

一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
よ
っ
て
輸
血
の
安
全

性
は
格
段
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
日
本
の
血
液
製
剤
の
安

全
性
は
、
ほ
ぼ
完
ぺ
き
と
考
え

て
く
だ
さ
っ
て
結
構
で
す
」

―
無
自
覚
の
ま
ま
、病
状
が
進

行
し
て
し
ま
う
。
ど
う
つ
き
あ
え

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
肝
臓
は
〈
沈
黙
の
臓
器
〉
で

す
。
黄お

う

疸だ
ん

や
吐
き
気
、
疲
労

感
、
発
熱
な
ど
の
自
覚
症
状
が

現
れ
た
と
き
は
、
か
な
り
進
行

し
て
い
ま
す
。
症
状
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
、
と

て
も
大
切
で
す
。
基
本
的
に
は
、

一
度
だ
け
検
診
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。

１
９
９
２
年
以
降
は
、
医
療
行

為
に
よ
っ
て
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ

と
考
え
て
く
だ
さ
い
」

―
検
査
は
ど
こ
で
受
け
ら
れ

ま
す
か
？

「
ま
ず
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

抗
体
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
行
い
ま
す
。
陽
性
の
場
合
は
、

専
門
医
を
受
診
し
て
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
核
酸
増
幅
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
以
下

に
該
当
す
る
方
は
、
早
め
の
検

査
が
必
要
で
す
。

①
１
９
９
２
年
以
前
に
輸
血
を

　

受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

②
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤

　

や
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を

　

投
与
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

③
長
期
に
血
液
透
析
を
受
け
て

　

い
る
。

④
刺
青
を
し
て
い
る（
ピ
ア
ス

　

穴
あ
け
経
験
者
も
）。

⑤
薬
物
濫
用
歴
が
あ
る
。

現
在
、
行
政
が
40
歳
以
上
を

対
象
に
定
期
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」

従
来
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
に
は
限
界
が
あ
っ
た

―
Ｃ
型
肝
炎
治
療
の
概
略
に
つ

い
て
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
体
内
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

す
る
目
的
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
注
射
薬
に
よ
る
治
療
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
人
に
も
っ
と
も
多
い
Ⅰ

b
型
や
肝
細
胞
の
繊
維
化
が
進

行
し
て
い
る
場
合
は
、
効
果
が

期
待
で
き
な
い
。
発
熱
、
全
身

倦
怠
感
、
う
つ
、
脱
毛
と
い
っ

た
副
作
用
も
強
い
。
治
療
期
間

も
48
週
と
長
く
、
働
き
な
が
ら

の
治
療
が
難
し
い
。
高
齢
者
に

は
使
え
な
い
…
…
な
ど
で
す
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
使
え

な
い
患
者
さ
ん
に
は
、
肝
庇
護

療
法
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
進
行
を
遅
延
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
根
本
治
療

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
血
中
濃
度

が
維
持
さ
れ
る
ペ
グ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
が
開
発
さ
れ
、
リ
バ

ビ
リ
ン
と
の
併
用
よ
っ
て
治
療

効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
大
で
も
排
除
率
は
50
％
程
度
。

依
然
と
し
て
強
い
副
作
用
リ
ス

ク
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
１
〜
２
年
で

画
期
的
な
新
薬
が
続
々
と
登
場

し
て
い
ま
す
」

1992年以前に
輸血を受けた
ことがある。

非加熱血液凝固因子製剤や
フィブリノゲン製剤を
投与された
ことがある。

長期間、
血液透析を
受けている。

刺青をしている。
ピアス穴を
あけている。
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図３　日本人のＣ型肝炎タイプと抗ウイルス薬のウイルス排除率

日本人のＣ型肝炎患者の約７割に感染するのがⅠｂ型で
す。残りの３割は、Ⅱａ型とⅡｂ型に感染します。それぞれ、
新薬の抗ウイルス薬で、ほぼ100％排除できます。

画
期
的
な
飲
み
薬
登
場
。	

高
齢
者
で
も
治
療
可
能
に

―
―
な
ぜ
、新
薬
が
次
々
に
製
造

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
？

「
薬
品
研
究
分
野
の
技
術
革
新

が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
研
究
者（
感
染
研
・
脇

田
隆
字
博
士
）
が
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
試
験
管
内
培
養
に
成

功
し
て
、
新
薬
の
開
発
研
究
が

飛
躍
的
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

新
薬
は
、
お
も
に
３
種
類
。

ま
ず
２
０
１
４
年
に
登
場
し
た

の
が
、
ダ
ク
ラ
タ
ス
ビ
ル
と
ア

ス
ナ
プ
レ
ビ
ル
。
Ⅰ
b
型
に
有

効
で
、
ウ
イ
ル
ス
排
除
率
も
高

い（
85
％
）。
1
日
2
回
の
飲

み
薬
で
服
用
期
間
は
24
週
で
す
。

２
０
１
５
年
５
月
に
登
場
し

た
の
が
、
リ
バ
ビ
リ
ン
を
併
用

し
な
が
ら
服
薬
す
る
ソ
ホ
ス
ブ

ビ
ル
。
Ⅱ
a
、
Ⅱ
b
型
に
有
効

で
、
１
日
１
回
、
12
週
服
薬
し

て
、
ウ
イ
ル
ス
除
去
率
96
%
。

さ
ら
に
同
年
9
月
に
は
、
レ

ジ
パ
ス
ビ
ル
と
い
う
新
薬
と
ソ

ホ
ス
ブ
ビ
ル
の
配
合
薬
が
誕
生
。

Ⅰ
b
型
に
有
効
で
、
１
日
１
回
、

12
週
服
薬
。
治
験
で
は
ウ
イ
ル

ス
排
除
率
1
0
0
%
。

こ
れ
ら
の
新
薬
に
よ
っ
て
、

肝
臓
が
ん
発
症
率
が
少
な
く
と

も
３
分
の
１
以
下
に
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽
度
の
肝

硬
変
に
も
使
え
て
、
副
作
用
も

軽
い（
鼻
や
の
ど
の
炎
症
、
頭

痛
、
だ
る
さ
等
）。
し
か
し
、

ダ
ク
ラ
タ
ス
ビ
ル
と
ア
ス
ナ
プ

レ
ビ
ル
は
肝
機
能
が
著
し
く
低

下
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
は
使

え
ず
、
ま
た
、
透
析
患
者
さ
ん

に
は
レ
ジ
パ
ス
ビ
ル
と
ソ
ホ
ス

ブ
ビ
ル
の
配
合
薬
が
使
用
で
き

ま
せ
ん
」

―
新
薬
治
療
は
ど
こ
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

「
ウ
イ
ル
ス
の
タ
イ
プ
を
調
べ

て
、
薬
を
選
択
し
ま
す
。
日
本

肝
臓
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
専

門
医
一
覧
と
全
国
70
か
所
の
肝

疾
患
連
携
診
療
拠
点
病
院
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
新
薬
は
高
価
で
す

が
、
公
的
補
助
に
よ
っ
て
患
者

さ
ん
の
月
額
負
担
は
１
〜
２
万

円
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

―
治
療
を
受
け
る
上
で
の
注

意
点
は
あ
り
ま
す
か
？

「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
治
療
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
耐
性
ウ
イ

ル
ス
が
現
れ
ま
す
。
結
核
、
マ

ラ
リ
ア
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
で
も
、
新
薬

が
出
る
た
び
に
出
て
い
ま
す
。

耐
性
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
と
、
新
薬
が
使
え
な
く
な
り
、

さ
ら
に
他
の
治
療
薬
も
効
か
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
絶
対
に
、
服
薬

法
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

耐
性
ウ
イ
ル
ス
は
、
薬
の
飲
み

忘
れ
や
服
薬
中
断
に
よ
っ
て
薬

の
血
中
濃
度
が
低
下
し
た
際
に

現
れ
る
。
生
き
残
っ
て
い
た
ウ

イ
ル
ス
が
活
性
化
し
、
薬
へ
の

耐
性
を
獲
得
す
る
。
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
治
療
で
は
、
専
門
医
師
指

導
の
下
に
、
服
薬
量
、
時
間
、

期
間
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

服
薬
治
療
後
も
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
が
重
要
で
す
。
治
療
を
終

え
た
か
ら
と
い
っ
て
通
院
す
る

こ
と
を
や
め
ず
、
定
期
的
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
」

―
―
ウ
イ
ル
ス
排
除
で
Ｃ
型
肝
炎

は
撲
滅
で
き
る
？

「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
治
療
の
進
歩

に
よ
っ
て
、
２
０
３
０
年
に
は

Ｃ
型
肝
炎
は
稀
少
疾
患
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ウ
イ
ル
ス
除
去
に
成
功
し
て
も
、

10
〜
20
年
、
経
過
観
察
を
続
け

る
と
、
少
数
で
す
が
肝
硬
変
や

肝
臓
が
ん
を
発
症
す
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
今

後
の
課
題
で
す
ね
。

ま
た
現
在
の
薬
は
重
度
の
肝

硬
変
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
重
度

肝
硬
変
へ
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
治

療
治
験
が
始
ま
る
予
定
で
す
の

で
、
期
待
し
て
く
だ
さ
い
」

Ⅰb型
70％

Ⅱa型
20％

Ⅱb型
10％

2015年
ソホスブビル

+
リバビリン

（12週服用）

排除率
96％

2015年
レジパスビル

+
ソホスブビル
（12週服用）

排除率
100％

2014年
ダクラタスビル

+
アスナプレビル
（24週服用）

排除率
85％
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病
院
生
活
の
基
礎
知
識

宮
子
あ
ず
さ
さ
ん
の
本
音
ア
ド
バ
イ
ス

看
護
師
と
し
て
長
年
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、

現
在
は
精
神
科
の
訪
問
看
護
に
た
ず
さ
わ
る
宮
子
あ
ず
さ
さ
ん
に
、

入
院
と
通
院
生
活
の
基
礎
知
識
を
解
説
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
肥
満
」。
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

①
肥
満
は
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
」
以
上

肥
満
と
は
、
体
重
が
重
い
こ

と
で
は
な
く
て
、
体
に
脂
肪
が

過
剰
に
蓄
積
し
た
状
態
を
言
い

ま
す
。
指
標
に
な
る
の
は
、
体

脂
肪
率
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
＊
１
）。

男
女
と
も
に
標
準
値
は
「
22
」

で
、「
25
以
上
」
に
な
る
と

「
肥
満
」、「
35
以
上
」
は
「
高

度
肥
満
」
で
す
。

肥
満
に
は
、
大
き
く
内
臓
脂

肪
肥
満
型
と
皮
下
脂
肪
肥
満
型

の
２
種
類
が
あ
っ
て
、
内
臓
脂

肪
肥
満
型
の
ほ
う
が
生
活
習
慣

病
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ

れ
ま
す
。

②
暴
飲
暴
食
が
主
原
因

原
因
は
、
何
と
言
っ
て
も
、

食
べ
す
ぎ
。
消
費
さ
れ
な
か
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
脂
肪
と
し
て

た
く
わ
え
ら
れ
ま
す
。

飲
み
す
ぎ
に
も
、
要
注
意
。

お
酒
は
高
カ
ロ
リ
ー
で
す
し
、

お
つ
ま
み
に
も
高
カ
ロ
リ
ー
の

も
の
が
多
い
。

量
だ
け
で
な
く
、
も
ち
ろ
ん

質
も
重
要
で
す
。
た
と
え
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
定
番

の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
冷
凍

食
品
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
に
は

脂
肪
や
糖
分
が
多
く
、
高
カ
ロ

リ
ー
で
す
。

③
加
齢
や
運
動
不
足
も
原
因
に

食
事
の
量
や
質
が
同
じ
で
も
、

太
り
方
が
違
う
の
は
、
人
に
よ

っ
て
基
礎
代
謝
量
や
運
動
量
が

異
な
る
か
ら
。
じ
っ
と
し
て
い

て
も
、
脳
や
心
臓
な
ど
は
エ
ネ

体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

第

42
回

ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
ま
す

（
基
礎
代
謝
）。

筋
肉
の
量
が
多
い
人
ほ
ど
基

礎
代
謝
量
が
上
が
る
の
で
、
摂

取
カ
ロ
リ
ー
が
同
じ
で
も
、
筋

肉
質
の
人
は
太
り
に
く
い
の
で

す
。
年
を
と
る
と
太
り
や
す
く

な
る
の
は
、
加
齢
と
と
も
に
筋

肉
の
量
が
低
下
し
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
基
礎
代
謝
量
も
落
ち

て
い
く
か
ら
で
す
。

④
呼
吸
に
影
響

肥
満
に
な
る
と
、
肺
が
圧
迫

さ
れ
て
換
気
が
悪
く
な
り
、
息

苦
し
い
状
態
が
続
き
ま
す
。

ま
た
、
顎
や
首
ま
わ
り
に
も

脂
肪
が
つ
く
と
、
睡
眠
時
に
気

道
が
一
時
的
に
狭
く
な
っ
て
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
発
症

す
る
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

⑤
全
身
の
血
の
め
ぐ
り
が
悪
く
な

り
、合
併
症
が
出
現

高
度
肥
満
に
な
る
と
、
心
臓

に
負
担
が
か
か
り
、
全
身
に
血

肥
満
の
定
義
っ
て
何
？

太
る
と
、

ど
う
な
る
の
？

BMI25 以上の「肥満」、さらに BMI35 以上の「高度肥満」になると、さま
ざまな疾患をひき起こすリスクが上昇。菌が繁殖しやすく、傷の治癒にも時
間がかかるようになります。

①肥満は万病のもと

＊１　体脂肪率BMI（Body Mass Index）＝［体重（kg）］÷［身長（m）］2 122016 vol.42

P12-14_病院生活_0309-2_初.indd   12 2016/03/09   13:00

© 2017 eKenkoshop Corporation All Rights Reserved. 不許複製・禁無断転載



液
が
う
ま
く
ま
わ
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
糖
尿
病
や

高
脂
血
症
な
ど
が
加
わ
る
と
、

ま
す
ま
す
血
液
が
滞
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に

な
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
感
染
や

心
栓（
心
原
性
脳
塞
栓
症
）
な

ど
の
合
併
症
で
亡
く
な
る
人
も

出
て
き
ま
す
。

⑥
ま
ず
食
生
活
を
改
善
す
る

な
に
よ
り
も
、
極
端
な
食
事

制
限
は
禁
物
で
す
。
こ
の
こ
と

だ
け
は
、
よ
く
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
リ
バ
ウ
ン
ド
も
し

や
す
い
。
骨
粗
鬆
症
や
栄
養
失

調
を
起
こ
す
危
険
も
あ
る
。

３
食
を
し
っ
か
り
食
べ
な
が

ら
、
カ
ロ
リ
ー
を
落
と
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
の
食
材
を
多
く
摂

る
よ
う
心
が
け
て
。
た
と
え
ば
、

野
菜
や
キ
ノ
コ
、
海
藻
は
、
低

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
つ
栄
養
豊
富
で
、

脂
質
や
糖
の
吸
収
を
抑
え
る
食

物
繊
維
を
多
く
含
み
ま
す
。

糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
な
ど

の
合
併
症
が
あ
る
場
合
は
、
主

治
医
と
相
談
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

適
切
な
食
事
療
法
を
実
行
し
て

く
だ
さ
い
。

⑦
適
度
な
運
動
を
す
る

腹
筋
や
腕
立
て
伏
せ
な
ど
の

筋
ト
レ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
有
酸
素
運
動
は
、
体
脂
肪
を

燃
焼
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
一
駅

分
を
歩
い
て
み
た
り
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
は
な
く
階
段
を
使
っ

て
み
た
り
…
…
生
活
の
中
で
、

少
し
だ
け
歩
く
こ
と
を
心
が
け

る
だ
け
で
、
体
重
は
減
っ
て
く

れ
る
も
の
で
す
よ
。

⑧
「
書
い
て
痩
せ
る
」
も
あ
り

自
分
の
食
べ
て
い
る
も
の
を

ノ
ー
ト
に
記
録
し
、
気
を
つ
け

る
だ
け
で
、
食
生
活
を
整
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、

「
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ダ
イ
エ

ッ
ト
」
で
す
。
と
く
に
「
食
べ

て
い
な
い
の
に
太
る
」
と
い
う

人
は
、
一
度
、
食
べ
た
も
の
を

す
べ
て
書
き
出
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
意
外
に
食
べ
て
い
る
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。

⑨
こ
ん
な
と
き
に
は
、病
院
へ

高
度
肥
満
で
は
、
医
師
の
治

療
が
必
要
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
中
枢
性
食
欲
抑
制

剤
を
使
う
薬
物
治
療
が
有
効
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
科
手
術
も
一
部
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
胃
に
バ
ル
ー
ン（
シ
リ
コ

ン
製
の
風
船
）
を
入
れ
て
胃
袋

の
実
質
的
な
容
積
を
小
さ
く
し

た
り
、
胃
そ
の
も
の
を
切
除
し

て
小
さ
く
し
ま
す
。
た
だ
し
動

脈
硬
化
が
進
行
し
て
い
る
場
合

や
高
齢
者
に
は
不
向
き
で
、
で

き
る
人
は
限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
急
激
な
肥
満
で
は
、

ク
ッ
シ
ン
グ
症
候
群
や
甲
状
腺

機
能
低
下
症
と
い
っ
た
内
分
泌

異
常
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
１

か
月
間
で
５
〜
６
キ
ロ
程
度
の

体
重
増
や
、
頻
脈
、
む
く
み
な

ど
の
症
状
を
伴
う
場
合
は
、
一

度
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
す
る
方
法
は
？

食事量に変化はないのに突然太った、という場合には、一度受診して
ください。クッシング症候群や甲状腺機能低下症など、内分泌異常の
恐れがあります。月に３kg 以上減った場合も、要注意です。

「○○ダイエット」など、ひとつの食品だけを摂取するような極端な
食事制限は危険です。バランスの良い食事を摂ることが、健康的な生
活のためにはなにより大切です。

③極端な食事制限は危険 ②月に５kg以上増、３kg以上減の場合は病院へ
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宮子あずさ
みやこ・あずさ　1963 年東京都生まれ。明治大学を
中退して看護学校に入学。87 年より東京厚生年金病
院に 22 年間勤務。2013 年春、東京女子医科大学の
博士課程を修了。現在、精神科病院で訪問看護に従事。
著書に『お世話する人・される人がラクになる介護』

（PHP）、『あたたかい病院』（萬書房）ほか。

取材・文：東江夏海　イラスト：根津あやぼ

⑩
ち
ょ
っ
と
太
っ
て
い
る
く
ら
い

が
ち
ょ
う
ど
い
い
の
か
も

肥
満
に
は
注
意
す
べ
き
で
す

が
、
最
近
は
「
理
想
体
重
プ
ラ

ス
１
割
く
ら
い
が
い
ち
ば
ん
長

生
き
す
る
」
と
の
説
も
あ
り
ま

す
。
じ
つ
は
わ
た
し
も
、
長
年

ナ
ー
ス
を
し
て
き
た
経
験
か
ら

言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
太
っ
て
る

く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
か
も

…
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑪
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
拒
食
症
に
つ
な

が
る
こ
と
も

と
く
に
若
い
人
の
場
合
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
が
拒
食
症
を
招
く
こ

と
も
多
い
ん
で
す
。
太
る
こ
と

へ
の
恐
怖
心
か
ら
拒
食
症
に
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
過
食
を

し
て
自
己
誘
発
嘔
吐
を
繰
り
返

す
、
い
わ
ゆ
る
「
食
べ
吐
き
」

も
あ
り
ま
す
。
拒
食
症
や
過
食

症
は
、
ご
本
人
だ
け
で
な
か
な

か
解
決
で
き
な
い
も
の
で
す
。

思
い
切
っ
て
、
早
目
に
精
神
科

受
診
な
ど
の
医
療
的
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑫
極
端
な
情
報
に
要
注
意

最
近
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
踊
ら

さ
れ
て
、
タ
ン
パ
ク
質
ば
か
り

摂
取
す
る
、
炭
水
化
物
を
食
べ

な
い
、
野
菜
し
か
摂
ら
な
い
…

…
な
ど
を
実
践
し
て
い
る
方
も

多
く
見
か
け
ま
す
。
し
か
し
、

極
端
な
食
事
法
は
摂
食
障
害
に

つ
な
が
り
や
す
い
。
つ
い
新
手

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
に
目
が
向
い

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
何
を

ど
れ
だ
け
食
べ
る
か
よ
り
も
、

体
の
使
い
方
、
動
か
し
方
の
ほ

う
が
大
事
な
ん
で
す
。
食
べ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
消
費
す
る

の
か
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
目
を

向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⑬
月
に
３
ｋ
ｇ
以
上
減
っ
た
ら
、

受
診
し
て

食
べ
て
い
る
の
に
急
に
体
重

が
減
り
だ
し
た
場
合
は
、
要
注

意
で
す
。
甲
状
腺
機
能
亢
進
症

や
糖
尿
病
、
ガ
ン
、
膠
原
病
な

ど
の
お
そ
れ
も
あ
る
。

と
く
に
減
量
も
し
て
い
な
い

の
に
、
月
に
３
ｋ
ｇ
以
上
体
重

が
落
ち
た
…
…
と
い
う
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
。

下
痢
、
食
欲
減
退
、
嘔
吐
や
吐

き
気
を
伴
う
場
合
も
、
早
め
に

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

体重を増やすにはどうすればいいの？

健康であっても、体質によって太りにく
い方がいます。たとえば、甲状腺の機能が
やや高かったり、胃下垂だったり……。気
にしすぎる必要はありませんが、極端にや
せたり、体重がどんどん落ち続ける場合は、
間食することも一手です。１日のカロリー
摂取量を増やすことができます。

間食には、おにぎりやフルーツ、栄養補
助食品などを選んでみましょう。食事メニ
ューに鶏肉や白身魚、大豆や卵などのタン
パク質と脂質を豊富に含んだ食材を取り入
れることも有効です。

妊娠中のダイエットで
子どもが太りやすくなるって、本当？

やはり、やりすぎは禁物です。ひどくや
せた状態では分娩時に体力が持たず、ハイ
リスクな出産になってしまう。また、十分
な栄養が届かず胎児が飢餓状態となり、少
しの栄養でも生きていけるように肥満細胞
を発達させます。お子さんが将来、肥満や
糖尿病になりやすくなる。ほどほどに体重
コントロールをなさってください。

肥満嗜好ってなに？

「デブ専」という俗語もありますが、男女
ともに肥満体型に性的に魅力を感じる方が
いらっしゃいます。人間には様々な嗜好が
あるため、それ自体は間違ったことではな
いと思うのですが、パートナーを太らせる
ことに快感を覚え、肥満を助長するように
なると、やはり問題だと言わざるを得ませ
ん。そのパートナーの命を奪いかねない行
為でもありますので。

内服薬の影響で太ることもある？

とくに向精神薬の中には、消化吸収機能
を良くするものや、食欲を増進したり、満
腹中枢の反応を鈍くすることで、肥満を助
長させるものがあります。

これらの向精神薬の服薬によって体重が
増加した場合は、主治医に相談してくださ
い。体重増加対策を行い、それでも改善し
ない場合は、薬の効果などを考慮しながら、
減薬や種類の変更を検討することを考えて
いきましょう。

尿失禁と肥満って関係している？

肥満の方は、脂肪によって膀胱に腹圧が
かかり、腹圧性尿失禁の症状が出ることが
多いんです。立ち上がったとき、重いもの
を持ったとき、咳やくしゃみをしたときに
尿漏れがある……という方の場合は、体重
を少しずつ落としていくことで改善させて
いくことが期待できます。

Q&A

読者からの質問に宮子さんが答える！

ここが気になる！
はみだし
編

や
せ
て
い
る
こ
と
も

問
題
に
な
る
？

体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
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医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
た

の
は
、
30
年
以
上
も
前
で
す

（
１
９
８
３
年
）。
当
初
は
お
も

に
高
齢
者
が
対
象
で
し
た
が
、

94
年
に
は
乳
幼
児
か
ら
老
人
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
在
宅
療
養
者
が

利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
介
護
保
険

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
は
、

要
介
護
者
へ
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
、
訪
問
看
護
を

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

入
院
期
間
を
減
ら
し
て
、
在

宅
で
の
療
養
を
推
し
進
め
る
こ

と
が
、
政
府
の
方
針
で
す
。
社

訪
問
看
護
制
度
っ
て

い
つ
か
ら
あ
る
？

Ｑ1

訪問看護ってどんなことをしているの？
医療や健康に関する読者からのご質問について、編集部員ウサ吉が徹底取材！
今回のテーマは「訪問看護」。訪問看護ではどんなサービスが受けられるのか。
どうすれば、訪問看護を利用できるのか？　秋山正子さんにうかがいました。

第 31 回

大
病
院
を
退
院
し
、
自
宅
で
の
療
養
に
移
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
家
族
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
く
、
不
安
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
看
護
は
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
も
ら
え
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

（
Ｏ
・
Ｍ
さ
ん　

広
島
県　

50
代
）

編集部員ウサ吉

お話をうかがった方：
秋山正子さん　
あきやま・まさこ
白十字訪問看護ステーショ
ン・白十字ヘルパーステー
ション統括所長。在宅ケア
の悩みを相談できる「暮ら
しの保健室」室長。

会
保
障
費
の
削
減
を
目
指
す
以

上
、
今
後
も
「
在
宅
」
へ
の
移

行
が
さ
ら
に
進
む
は
ず
。
訪
問

看
護
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
専
門
機
関
が
拠
点
で
、
全

国
に
約
７
０
０
０
か
所
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
訪
問
看
護
師

を
抱
え
る
病
院
や
診
療
所
約

１
７
０
０
か
所
が
加
わ
る
。
24

時
間
３
６
５
日
対
応
が
基
本
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
、

訪
問
看
護
師
２
〜
３
名
と
い
う

訪
問
看
護
師
は

ど
こ
に
い
て
、

何
を
し
て
く
れ
る
の
？

Ｑ2

※１　「16特定疾患」の場合、40歳以上65歳未満でも介護保険適用対象となる。がん末期、関節リウマチ、
　　　筋委縮性側索硬化症、後縦靭帯骨化症、骨折をともなう骨粗しょう症など、厚生労働省の定める16の疾患。

小
所
帯
も
多
い
で
す
。

訪
問
看
護
師
の
仕
事
は
基
本

的
に
病
院
看
護
師
と
同
じ
だ
と

考
え
て
く
だ
さ
い
。
在
宅
酸
素

や
人
工
呼
吸
器
の
管
理
、
病
状

や
障
害
の
観
察
、
血
圧
・
脈
拍

等
の
チ
ェ
ッ
ク
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
…
…
な
ど
で
す（
図
１
）。

訪
問
看
護
は
一
回
あ
た
り
30

分
〜
１
時
間
30
分
程
度
で
、
週

３
回
が
原
則
。
例
外
的
に
週
４

日
以
上
、
１
日
３
回
ま
で
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
精
神
科
訪
問

看
護
は
、
30
分
未
満
と
30
分
以

上
の
時
間
区
分
が
あ
り
ま
す
。

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

両
方
が
適
用
さ
れ
る
？

Ｑ3

そ
の
点
は
や
や
複
雑
で
す
。

ま
ず
40
歳
以
下
の
方
は
み
な
さ

ん
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

41
歳
〜
65
歳
未
満
の
方
々
の
場

合
に
は
、
16
特
定
疾
患（
※
１
）

を
お
持
ち
で
介
護
認
定
を
受
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
み
、
介

護
保
険
適
用
。
65
歳
以
上
の
方

は
、
原
則
、
介
護
保
険
が
適
用

さ
れ
ま
す
か
ら
、
介
護
保
険
で

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
65
歳
以
上
で
も
、

介
護
保
険
を
使
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
が
ん

治
療
が
一
段
落
し
て
退
院
し
て

も
、
認
知
症
等
も
な
く
て
心
身

と
も
に
日
常
生
活
で
不
自
由
し

な
い
場
合
は
、「
非
該
当
」。
そ
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の
場
合
で
も
医
師
か
ら
「
指
示

書
」
が
出
て
い
れ
ば
、
医
療
保

険
適
用
の
も
と
に
訪
問
看
護
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
介
護
保
険
と
医
療

保
険
を
併
用
で
き
る
場
合
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
進
行
性
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
な
ど
の
指
定
疾
病（
※
２
）

を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
医
療
保

険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

医
療
保
険
で
訪
問
看
護
を
受

け
、
介
護
保
険
で
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
や
福
祉
・
介
護
用
具
を
利
用
、

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

主
治
医
か
ら
「
指
示
書
」
を

も
ら
っ
て
、
地
域
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
依
頼
す
る
流

れ
が
基
本
で
す
。
介
護
保
険
適

用
の
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
が
在
宅
療
養
の
プ
ラ
ン
を
立

て
、
そ
の
あ
と
訪
問
看
護
師
に

声
が
か
か
る
こ
と
が
多
い
。

た
だ
し
、
退
院
後
す
ぐ
に
訪

問
看
護
を
受
け
る
場
合
は
、
退

院
時
の
打
ち
合
わ
せ
に
訪
問
看

護
師
が
同
席
し
た
ほ
う
が
ス
ム

ー
ズ
で
す
。
入
院
中
の
情
報
も

確
認
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

通
院
病
院
の
主
治
医
で
も
、

か
か
り
つ
け
医
で
も
、
い
ず
れ

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

後
期
高
齢
者（
75
歳
〜
）
の

方
々
で
あ
れ
ば
、
で
き
れ
ば
、

か
か
り
つ
け
医
に
書
い
て
い
た

だ
き
た
い
。
介
護
度
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
往
診
を
頼
め
る
医
師
に

近
く
に
い
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

訪
問
看
護
師
は
医
師
の
指
示

書
を
も
と
に
仕
事
を
す
る
の
で
、

先
生
に
連
絡
が
つ
き
に
く
い
と
、

や
り
に
く
い
こ
と
も
で
る
。

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
で
あ

れ
ば
、
大
病
院
の
専
門
医
と
ち

が
っ
て
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
全

体
像
を
理
解
し
て
、
指
示
書
を

書
い
て
い
た
だ
け
ま
す
か
ら
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

直
接
相
談
し
て
く
だ
さ
っ
て
結

構
で
す
。
通
院
病
院
の
主
治

医
や
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

い
た
だ
い
て
も
対
応
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
ご
利
用
の
方
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
れ
ば
、

地
域
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
い
で
く
れ
ま
す
。

在
宅
で
の
療
養
は
、
か
か
り

つ
け
医
、
訪
問
看
護
師
、
か
か

り
つ
け
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、

介
護
保
険
利
用
の
場
合
は
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
専
門
家
が
協
力
し

て
行
う
も
の
で
す
。
誰
に
相
談

し
て
も
、
Ｏ
Ｋ
。
連
携
を
と
り

あ
っ
て
在
宅
の
患
者
さ
ん
を
支

え
る
こ
と
が
訪
問
看
護
制
度
の

主
旨
で
す
か
ら
。

た
と
え
ば
、「
転
院
し
た
い

の
で
、
い
っ
た
ん
自
宅
に
帰
り

退
院
す
る
と
き
に

訪
問
看
護
を
頼
む
？

Ｑ4

自
宅
療
養
の
方
が

使
い
た
い
と
き
は
？

Ｑ6

※２　「厚生労働大臣の定める疾病等」の場合、訪問看護は医療保険対応。末期の悪性腫瘍、多発性硬化症、
　　　重症筋無力症、スモン、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小脳変性症、ハンチントン病などの20種。

図１　訪問看護でできること 

●療養上のお世話
身体の清拭、洗
髪、入浴介助、
食事や排泄など
の介助・指導

●医師の指示による医療処置
かかりつけ医の
指示に基づく医
療処置

●床ずれ予防・処置
床ずれ防止の指導、
床ずれの手当て

●在宅でのリハビリテーション
拘縮予防や機能の回復、嚥下機能訓練等

●認知症ケア
事故防止など、認知症介護の工夫をア
ドバイス

●医療機器の管理
在宅酸素、人工呼吸器などの管理

●ターミナルケア
がん末期や終末期などでも、自宅で過
ごせるように適切なお手伝い

●ご家族等への介護支援・相談
介護方法の指導ほか、さまざまな相談対応

●介護予防
低栄養や運動機能低下を防ぐアドバイス

●病状の観察
病気や障害の状態、
血圧・体温・脈拍な
どのチェック

指
示
書
は
、か
か
り
つ
け

医
に
書
い
て
も
ら
え
る
？

Ｑ5
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た
い
。
そ
の
間
、
訪
問
看
護
を

受
け
た
い
ん
で
す
が
…
…
」
な

ど
と
い
う
相
談
も
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
入
り
ま
す
。

介
護
保
険
を
ご
利
用
で
す

か
？　

か
か
り
つ
け
医
の
先
生

と
直
接
相
談
し
て
も
い
い
で
す

か
？
…
…
な
ど
と
お
た
ず
ね
し

な
が
ら
、
準
備
を
整
え
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
医
療
保
険
は

３
割
負
担
、
介
護
保
険
は
１
割

負
担
。
看
護
内
容
に
も
よ
り
ま

す
が
、
そ
の
分
、
介
護
保
険
の

ほ
う
が
利
用
者
負
担
は
少
な
く

て
済
み
ま
す
。

た
と
え
ば
若
い
進
行
が
ん
の

患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
医
療
保

険
の
３
割
負
担
で
す
の
で
、
や

や
高
い
と
い
う
印
象
に
な
る
。

さ
ら
に
医
療
保
険
の
場
合
は
、

初
回
の
訪
問
時
に
準
備
費
用
も

組
み
込
ま
れ
る
の
で
、
や
や
高

め
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
後
期
高
齢
者
の
場
合

は
、
医
療
保
険
は
１
割
負
担
が

基
本
で
す
し
、
介
護
保
険
で
も

２
割
、
３
割
負
担
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
ト
ー
タ
ル
で
考
え

れ
ば
、
さ
ほ
ど
の
差
は
な
い
と

考
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
い
と
思

い
ま
す
。
費
用
面
の
ご
心
配
が

あ
れ
ば
、
こ
れ
も
訪
問
看
護
師

に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
平
成
24
年
か
ら

入
院
中
の
外
泊
時
に
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
退
院
直
後
の
２
週

間
に
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
例
的
な
措
置
で
す
が
、

退
院
日
か
ら
毎
日
訪
問
看
護
を

受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
介

護
保
険
適
用
の
方
で
も
、
こ
の

２
週
間
に
限
っ
て
医
療
保
険
適

用
に
な
り
ま
す
。
ご
本
人
に
と

っ
て
も
、
ご
家
族
に
と
っ
て
も
、

不
安
が
募
る
時
期
で
す
か
ら
ね
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
と
医
療
保
険

費
用
に
差
は
で
る
？

Ｑ7

訪
問
看
護
を
上
手
に

使
う
コ
ツ
っ
て
、あ
る
?

Ｑ8

図２　訪問看護の利用方法（自宅療養の場合）

自宅

担当医・かかりつけ医

ケアマネジャー地域包括支援
センター

訪問看護ステーション

申し込み可

も
う
ひ
と
つ
、
訪
問
看
護
は

重
度
に
な
っ
て
か
ら
…
…
と
お

考
え
の
方
が
多
い
ん
で
す
。

で
も
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

予
防
的
な
場
面
で
こ
そ
、
訪

問
看
護
は
活
躍
で
き
る
。
そ
の

こ
と
を
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
た
と
え
ば
、

床
ず
れ
。
で
き
る
前
に
訪
問
看

護
を
受
け
て
い
れ
ば
、
床
ず
れ

を
つ
く
ら
な
く
て
も
す
む
場
合

が
、
ほ
と
ん
ど
で
す
。

病
気
が
悪
化
す
る
前
に
手
を

打
つ
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
早

め
に
対
応
が
で
き
る
。
結
果
と

し
て
、
お
だ
や
か
な
最
期
を
迎

え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

頻
度
は
少
な
く
て
も
い
い
の

で
、
訪
問
看
護
は
お
早
め
に
。

こ
の
こ
と
を
ぜ
ひ
頭
に
入
れ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ウ
サ
吉
の
感
想

な
る
ほ
ど
ー
！　

早
め
に
訪

問
看
護
師
さ
ん
と
つ
き
あ
っ
て

お
き
た
い
な
ー
。

指示書

訪問看護
申し込み

連携

申し込み可

医療保険利用の場合も、介護保険利用の場合
も、訪問看護には医師の「指示書」が必要です。

介護保険利用の場合
医療保険利用の場合

申し込み
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＊（エネルギー〈kcal〉／コレステロール〈mg〉／食物繊
維〈g〉／塩分〈g〉）。栄養価は１人分、レシピの分量は２人
分です。
献立合計（１人分）：エネルギー＝525kcal、コレステロール
165mg、食物繊維6.1g、塩分2.8g。

LDLコレステロール値が高い人のメニュー
気になる症状別に、牧野直子さんおすすめの「おいしくて元気になる」献立を紹介します。

今回の主菜は、カレー風味が食欲をそそる、アジのムニエルです。

管理栄養
士がつくる

！

からころ元気食堂 第 19 回

監修：牧野直子さん（まきの・なおこ）
管理栄養士・料理家。㈲スタジオ食
代表。著書に『健康診断の気になる
結果を食べて治す』（マガジンハウス）。

主菜：
アジのカレームニエル

＊（189／54／1.6／0.9）

汁物：
アスパラとえのきの
かきたまスープ
＊（50／111／0.8／1.0）

［つくり方］ ①鍋に水（1と1/2カ
ップ）、鶏がらスープの素（小さじ
１）、２cmの長さに切ったえのき

（1/4袋）を加えて火にかけ、沸騰
したら、軸の硬い部分を切り落と
し、斜め薄切りにしたアスパラ（２
本）を加える。②再沸騰したら、塩

（少々）で味を調え、溶いた卵を
まわし入れる。仕上げにこしょう

（少々）をふる。

［つくり方］ 軽く水気
をきった①大根おろし

（1/2カップ）とすし酢
（大さじ１）を合わせ
る。②縦半分にしてか
ら斜め薄切りにしたき
ゅうり（1/2本）を塩

（分量外）もみし、水
気をきったら、ゆで大
豆（60g）とともに①
と和える。

＊（66／0／3.0／0.9）

副菜：
大豆ときゅうりの
おろし和え

＊（220／0／0.7／0）

主食：
五穀ごはん

主菜のつくり方

アジのカレームニエル
材料（２人分）

①アジに下味の塩、酒をふり、10分ほどお
く。水気が出たらペーパーなどで拭き取り、
A をまぶす。②フライパンにオリーブ油小
さじ１を熱し、ミニトマトとスナップえんどう
をさっと炒めて取り出し、塩、粗挽きこしょ
うをふる。残りの油をフライパンに入れて熱
し、①を皮目から焼き、両面、焼き色がつ
くまで焼く。②といっしょに盛り合わせる。

つくり方

アジ……２尾（300g）（３枚おろし）
塩、酒、粗挽きこしょう……少々
オリーブ油……大さじ１
ミニトマト……６個
スナップえんどう……８本（筋をとりさっ 
　　　　　　　　　　と下ゆでしておく）
　 小麦粉……大さじ１
　 カレー粉……小さじ1/2
A

分
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

魚
、大
豆
食
品
が
お
す
す
め

青
背
の
魚
に
は
、
ｎ‒

３
系
多
価
不

飽
和
脂
肪
酸
が
多
く
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
を
上
げ
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
大
豆
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
含
ま

ず
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
B1
が
豊
富
。

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
や
レ
シ
チ
ン
に
は

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る

働
き
が
期
待
で
き
ま
す
。

卵
は
１
日
２
個
を
目
安
に

最
近
の
研
究
で
、
習
慣
的
な
卵
の
摂

取
量
と
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
心
筋

梗
塞
の
発
症
率
と
の
間
に
ほ
と
ん
ど
関

連
が
見
ら
れ
ず
、
１
日
あ
た
り
１
〜
２

個
ま
で
な
ら
心
配
な
い
と
い
う
調
査
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
割
合
に
注
意

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
と
は
、
血
液

中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
総
量
で
、
Ｌ

Ｄ
Ｌ（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
Ｈ

Ｄ
Ｌ（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
合

計
で
す
。
注
目
す
べ
き
は
、
Ｌ
Ｈ
比
で

す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
値
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
値
で
算
出

さ
れ
、
１
・
５
以
下
は
き
れ
い
な
血
管
。

２
・
０
以
上
は
血
管
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
蓄
積
し
、
動
脈
硬
化
が
疑
わ
れ
る
。

２
・
５
以
上
は
血
栓
が
で
き
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
が

高
い
、
と
さ
れ
ま
す
。

脂
質
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー
に
注
意

油
っ
こ
い
料
理
は
太
り
や
す
く
、
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
も
高
く
な
り

ま
す
。
肉
料
理
や
バ
タ
ー
な
ど
の
油
脂
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人
は
、み
ん
な
ち
が
っ
て
当
た
り
前

認
め
合
っ
て
、と
も
に
生
き
て
い
く

に
な
っ
て
き
た
が
、
十
分
に
理
解

さ
れ
て
は
い
な
い
。
症
状
は
人
そ

れ
ぞ
れ
に
異
な
る
た
め
、
周
囲
の

理
解
を
得
る
こ
と
も
難
し
い
。

金
子
さ
ん
は
物
心
つ
い
た
こ
ろ

か
ら
何
と
な
く
、
自
分
は
ほ
か
の

子
と
は
ち
が
う
と
気
づ
い
て
い
た
。

何
を
す
る
に
も
時
間
が
か
か
り
、

何
を
し
て
も
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

ら
れ
な
い
。
外
出
す
れ
ば
忘
れ
物
。

取
り
に
戻
っ
て
は
出
か
け
、
出
か

け
て
は
戻
る
の
繰
り
返
し
で
、
結

局
、
約
束
の
時
間
に
間
に
合
わ
な

い
。「
な
ん
で
あ
ん
た
は
い
つ
も

こ
う
な
の
」
と
、
親
か
ら
は
叱
ら

れ
て
ば
か
り
い
た
。

「
頭
が
悪
く
て
だ
ら
し
が
な
い
。

世
界
で
い
ち
ば
ん
ダ
メ
な
子
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
子
は

み
ん
な
も
の
す
ご
く
が
ん
ば
っ
て

い
る
ん
だ
、
え
ら
い
な
、
と
。
い

つ
も
人
に
迷
惑
を
か
け
て
申
し
わ

け
な
い
。
そ
う
思
い
な
が
ら
生
き

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

転
機
は
１
９
９
７
年
、
43
歳
の

と
き
に
訪
れ
た
。
本
屋
さ
ん
で
、

今
回
は
、
ご
自
身
も
発
達
障
害
者
で
、
日
本
で
唯
一
の

発
達
障
害
の
人
が
集
ま
れ
る
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
、

金
子
磨
矢
子
さ
ん
で
す
。

金
子
磨
矢
子
さ
ん

「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｃ
ｏ
カ
フ
ェ
」代
表

第 40 回

東
京
・
西
早
稲
田
の
ビ
ル
に
あ

る
「
Ｎネ

ッ

コ

ｅ
ｃ
ｃ
ｏ
」
は
、
発
達
障

害
の
人
た
ち
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ

だ
。
扉
を
開
け
る
と
コ
ー
ヒ
ー
の

香
り
に
包
ま
れ
る
。
食
器
や
タ
オ

ル
な
ど
の
よ
く
使
う
物
は
、
見
え

る
所
に
〝
出
し
て
あ
る
〞
…
…
。

「
見
え
な
い
所
に
し
ま
う
と
、
そ

の
存
在
ご
と
忘
れ
ち
ゃ
う
こ
と
が

あ
っ
て
」
と
笑
う
代
表
の
金
子
磨

矢
子
さ
ん
。
彼
女
自
身
も
発
達
障

害
の
当
事
者
で
あ
る
。

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
り
に
く
い
、
興
味
関
心
が
狭
く
、

特
定
の
モ
ノ
に
こ
だ
わ
る
、
忘
れ

物
が
多
い
…
…
な
ど
な
ど
、
発
達

障
害
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
。
中
枢

神
経
系
の
何
ら
か
の
機
能
不
全
が

原
因
と
さ
れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
日
本
で
は

こ
こ
20
年
ほ
ど
で
知
ら
れ
る
よ
う

私
は
世
界
で
い
ち
ば
ん

ダ
メ
な
子
で
し
た

かねこ・まやこ
1953年生まれ。一般社団法人「発達・精神サポートネットワーク」理事長。子どもの
ころからADHD（注意欠陥・多動性障害）の症状に悩み、40代に自らADHDである可
能性に気づいた。後に「高機能広汎性発達障害」（知的障害のないアスペルガー症候群、
自閉症などの複合型の発達障害）と診断された。2010年、Neccoを創設。
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Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
当
事
者
で
あ
る
医
師
・

司
馬
理
英
子
さ
ん
の
『
の
び
太
・

ジ
ャ
イ
ア
ン
症
候
群
』
を
手
に
取

る
と
、〝
発
達
障
害
〞
と
い
う
障

害
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。

―
―
や
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、

今
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま

う
―
―
。
金
子
さ
ん
が
ひ
と
り
抱

え
続
け
て
き
た
悩
み
だ
っ
た
。

「
そ
う
か
、
私
は
こ
れ
だ
っ
た
ん

だ
。
私
み
た
い
な
人
が
ほ
か
に
も

い
た
ん
だ
！
」

驚
き
、
喜
び
、
夢
中
に
な
っ
て

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
。
自
分
み
た

い
な
〝
ダ
メ
人
間
〞
は
世
の
中
で

自
分
だ
け
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
。
何
度
も
本
を

開
い
て
は
、
こ
み
上
げ
る
喜
び
を

か
み
し
め
た
。
自
分
の
せ
い
で
は

な
く
、
脳
の
障
害
な
ん
だ
と
わ
か

っ
て
、
涙
が
出
た
。「
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
」

も
初
め
て
知
っ
た
。

発
達
障
害
は
大
人
に
な
れ
ば
治

る
病
と
言
わ
れ
て
き
た
。
実
際
に

は
社
会
に
出
て
、
仕
事
を
始
め
て

か
ら
症
状
が
顕
在
化
す
る
人
も
少

な
く
な
い
。
短
期
間
で
離
職
を
繰

り
返
し
、
自
己
評
価
が
下
が
り
つ

づ
け
、
う
つ
に
な
る
人
も
多
い
。

同
じ
障
害
を
持
つ
人
と
話
し
た

い
…
…
。

金
子
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
当
事
者
の

人
た
ち
と
交
流
を
始
め
た
。
フ
ァ

ミ
レ
ス
や
公
民
館
に
集
ま
り
、
体

験
を
語
り
合
っ
た
。

「
そ
れ
、
あ
る
あ
る
！
」「
私
も

私
も
！
」「
わ
か
る
わ
か
る
！
」

長
年
心
に
た
め
込
ん
で
い
た
思

い
が
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
あ
ふ

れ
出
て
止
ま
ら
な
い
。
当
事
者
た

ち
の
孤
独
を
金
子
さ
ん
は
痛
い
ほ

ど
感
じ
た
。

「
共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
癒
や

さ
れ
る
。
み
ん
な
が
い
つ
で
も
集

ま
れ
て
話
せ
る
居
場
所
が
ほ
し
い
」

発
達
障
害
の
仲
間
と
い
つ
で
も

集
ま
れ
る
居
場
所
づ
く
り
を
計
画

し
、
２
０
１
１
年
、「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｃ

ｏ
カ
フ
ェ
」
が
生
ま
れ
た
。

開
店
に
あ
た
っ
て
、
発
達
障
害

者
な
ら
で
は
の
苦
労
も
あ
っ
た
。

ま
ず
物
件
探
し
。
不
動
産
屋
さ

ん
に
「
発
達
障
害
者
の
た
め
の
カ

フ
ェ
に
」
と
話
す
と
、
断
ら
れ
た
。

人
の
話
を
信
じ
や
す
い
と
い
う
性

格
に
つ
け
こ
ま
れ
、
詐
欺
に
あ
い

か
け
た
こ
と
も
あ
る
。

Ｎ
ｅ
ｃ
ｃ
ｏ
カ
フ
ェ
は
ス
タ
ッ

フ
も
み
な
発
達
障
害
者
だ
。
口
コ

ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
評
判
は

広
ま
り
、
今
で
は
全
国
か
ら
来
客

が
あ
る
。
中
に
は
何
度
も
店
の
前

ま
で
足
を
運
ん
で
い
な
が
ら
中
に

入
れ
ず
、
５
回
目
に
や
っ
と
入
れ

た
と
い
う
人
も
い
た
。
そ
の
人
の

気
持
ち
が
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
は
よ

く
わ
か
る
。

「
あ
る
よ
ね
ー
、
そ
う
い
う
の
」

Ｎ
ｅ
ｃ
ｃ
ｏ
カ
フ
ェ
は
毎
日
、

「
あ
る
あ
る
話
」
で
盛
り
上
が
る
。

金
子
さ
ん
の
子
ど
も
も
、
小
学

生
の
こ
ろ
に
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
と
診
断
さ
れ
た
。
そ
の
子
ど
も

が
昨
年
春
、
大
学
を
卒
業
し
、
就

職
し
た
。

「
親
子
で
発
達
障
害
と
い
う
ケ
ー

ス
は
多
い
。
ウ
チ
は
障
害
を
お
互

い
認
め
合
う
こ
と
で
、
何
と
か
う

ま
く
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

よ
く
ケ
ン
カ
も
し
ま
し
た
」

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
母
と
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
の
娘
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
な
者
同
士
で
、
金
子
さ
ん

は
娘
へ
の
愛
情
表
現
に
つ
い
て
も

悩
ん
だ
。
娘
が
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
と
わ
か
っ
て
も
、
ど
う
接

し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
で
も
ね
、
フ
ン
！ 

っ
て
む
く

れ
て
い
る
子
の
背
中
に
向
か
っ
て

で
も
『
大
好
き
だ
か
ら
ね
』
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
大
切
な

の
ね
。
あ
な
た
の
こ
と
、
理
解
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
よ
、
と
。

そ
れ
が
伝
わ
る
だ
け
で
子
ど
も
も

う
れ
し
い
ん
で
す
」

発
達
障
害
者
の
生
き
づ
ら
さ
、

そ
れ
を
見
守
る
こ
と
の
難
し
さ
。

金
子
さ
ん
に
は
、
そ
の
両
方
が

わ
か
る
。

「
人
は
み
ん
な
ち
が
っ
て
当
た
り

前
だ
も
の
。
も
し
、
あ
な
た
の
周

り
に
発
達
障
害
の
人
が
い
て
〝
こ

の
人
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い

る
〞
と
思
っ
て
も
、
認
め
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。
認
め

合
っ
て
生
き
て
い
け
ば
い
い
」

そ
う
願
い
な
が
ら
、
今
日
も
金

子
さ
ん
は
「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｃ
ｏ
カ
フ
ェ
」

で
お
客
さ
ん
を
待
っ
て
い
る
。

カフェタイムは12時～18時。その後はフリースペ
ースとして22時までオープン。イベントや講演会、
勉強会が数多く開かれている。
東京都新宿区西早稲田2-18-21　羽柴ビル202
☎03-6233-7456　定休日なし（年末年始は休業）スタッフのみなさん

発達障害の関連図書がそろった
ブックカフェでもある。

取材･文：佐藤恵菜　撮影：阪本勇
※発達障害には、自閉症、アスペルガー症候群、注意欠如・多動性障害（ADHD）、
　学習障害、チック障害などが含まれる。

「
あ
る
あ
る
！
」で

盛
り
上
が
る
カ
フェ

背
中
に
向
かっ
て
で
も

「
大
好
き
」
っ
て
言
っ
て
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逸品ひろば

［ 入れ歯のケアに ］
入れ歯を、もっと快適に使っていただくための
サポートアイテムを集めました。

［ 体内からの健康サポートに ］
健康的な食生活をサポートする商品を集めました。

口臭の原因となる雑菌を除去
お出かけ前にささっと洗浄
泡で包んで手洗いする、ポンプタイプの入れ歯洗
浄剤。水洗いでは落ちにくい油汚れや口臭の原因
となる雑菌をすっきり除去。約 300 回プッシュ
可能。さわやかなミントの香りでお口すっきり。

価格（税込）702円

パーシャルデント洗浄フォーム

内容量● 250ml　成分●エタノール、アニオン系界面活性剤、
香料、IPMP　メーカー●小林製薬　

「e健康ショップ」は、商品数約１万 8000 種類を揃えるネットショップです（加盟薬局の窓口から
でもお買い物ができます）。「逸品ひろば」では、編集部がセレクトしたアイテムをご紹介いたします。

＊「e 健康ショップ」ホームページまたは「からころ」を受け取った薬局窓口で注文できます。
 e健康ショップホームページ　http://www.ekenkoshop.jp/

入れ歯に違和感が出てきた方に
粉末タイプの安定剤

入れ歯にふりかけるだけで薄くつき、違和感が
少ない粉末タイプの総入れ歯安定剤。天然原料

（カラヤガム）使用で、ほどよい粘着力を発揮。
入れ歯をつくりたての方、すきまが小さい方に。

価格（税込）950円

新ファストン 
内容量● 50g　メーカー●ライオン

ぬりやすく、はがしやすい
クッションタイプの安定剤
入れ歯と歯茎のすきまをうめる、クッショ
ンタイプの総入れ歯安定剤。ぬりやすく、
はがしやすいのが特徴。熱いお茶などを飲
んでも溶け出さず、べたつかない。がたつ
きが大きい方におすすめ。

価格（税込）1,728円

新ライオデント　ピンク 
内容量● 60g　メーカー●ライオン

e健康ショップ ①
からころセレクト！　今号の注目アイテム

健康をサポートする
ヨーグルト風味のサプリメント

「シールド乳酸菌 M-1」と「乳糖果糖オリゴ糖」の２つ
の力によって、健やかな毎日をサポートするキャンディ
タイプのサプリメント。１日２粒で、シールド乳酸菌
M-1 の１日摂取目安量を摂取できる。ヨーグルト風味
でおいしい。

ギュッとつまった乳酸菌
キャンディサプリ 
価格（税込）500円

高品質なココナッツオイル！
毎日の食事に取り入れて
製薬会社エーザイの品質基準のもとに製造し、日
本国内で充填したエクストラヴァージンココナッ
ツオイル。ココナッツオイルに含まれる、体内で
エネルギーになりやすいといわれる「中鎖脂肪酸」
が、あなたの健康をサポート。

エクストラヴァージン
ココナッツオイル リッチココ 

内容量● 230g　原材料●食用ココナッツ油　メーカー●エーザ
イ

価格（税込）2,138円
内容量●72g 　原材料●還元パラチノー
ス、還元水飴、植物油脂、還元麦芽糖
水飴、還元難消化性デキストリン、デキス
トリン、難消化性デキストリン、乳酸菌乾
燥粉末（殺菌）、こんにゃく粉、乳糖果糖
オリゴ糖、酸味料、香料、乳化剤、甘味
料（スクラロース）（原材料の一部に乳成
分、大豆を含む）　メーカー●Ｈ＋Ｂライ
フサイエンス
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「からころお買い物くらぶ」のお電話によるご注文、ファックスシートによるご注文は、2014 年 12 月 22 日をもって終了させて
いただきました。長い間ご愛顧いただき、まことにありがとうございました。

［ フェイス＆ボディケアに ］ 肌の外側と内側からダブルケア！　
乾燥やハリ不足で悩んでいる方、忙しくてゆっくりお手入れできない方に。

［ 飲み込み力低下でお困りの方に ］ 食品や薬などの飲み込みをサポートします。

薬をラクに服用できるゼリー状オブラート
薬やサプリメントを服用するためのゼリー状オブラート。薬の味や
においをしっかりガードしてくれる。飲み込み力が低下した方や薬
の服用が苦手な方もラクに服用できる。唾液が出やすいレモン味。

価格（税込）324円

らくらく®服薬ゼリー携帯パック

内容量● 25g × 3 本　原材料●エリスリトール、還元麦芽水あめ、寒天、ゲル化
剤（増粘多糖類）、酸味料、乳酸カルシウム、香料、甘味料（ステビア）、クチナ
シ色素　メーカー●龍角散

楽しく食事をするために
飲み込む力を強化するトレーニング用具
飲み込みに必要な舌と口蓋の接触力（舌圧）を強化するため
に開発された自主訓練用トレーニング用具。用具を舌の上に
のせて歯でくわえ、舌で用具を押し上げてトレーニング。舌
の力によって、素材の固さが５段階に分かれている。

価格（税込）864円ペコぱんだ　Sピンク
内容量●１個　素材●スチレン系熱可塑性エラストマー　商品仕様● S：軟らかめ
　カラー●ピンク　メーカー●株式会社ジェイ・エム・エス

洗顔後、これ１つでスキンケア完了のオールインワンジェルクリーム

1
point

美容成分の濃さ

2
point 美容成分の質

純度95％の
「天然型セラミド＊1」を配合。

＊1　保湿成分：セラミド２

※効能評価試験済み

まずはお試し！
50gジャータイプ
（約１～1.5か月分）

価格（税込）4,104円

《 エイジングケア＊3 ジェルクリーム 》

《 日やけ止め乳液 》

トリニティーライン
ジェルクリーム　プレミアム

薬用ホワイトニング
ＵＶミルク

お得な大容量！
120gポンプタイプ
（約2.5～３か月分）
価格（税込）8,424円

2015年
「モンドセレクション」
最高金賞を受賞

ツヤ
ハリ

キメ
弾力

うるおい保湿
乾燥による小ジワ

当社従来品

水
85％
以上

美容成分
95%
以上

ジェルクリーム プレミアム

その他構成成分美容成分8%

年齢肌に大切な美容成分48種類

＊2　角質層まで

３
point 美容成分の届け方

ナノカプセル技術を採用。
美容成分を肌の奥＊ 2 まで届けます。

（イメージ）多重層ナノカプセル
（電子顕微鏡写真）

角
質
層

※ドクタープログラム調べ

＊3　エイジングケアとは年齢に応じた化粧品効能によるお手入れのこと。

医薬部外品
30ml　
価格（税込）３,５６４円

・ＳＰＦ５０＋　ＰＡ＋＋＋＋
・肌にやさしい使い心地
・ウォータープルーフ
・お子様にもご使用いただけます

ノンケミカルで
肌にやさしい使い心地
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入
れ
歯
は
あ
ご
の
粘
膜
に
唾

液
に
よ
っ
て
吸
い
つ
き
ま
す
。

し
っ
か
り
吸
い
つ
い
て
く
れ
れ

ば
安
定
剤
は
必
要
な
い
の
で
す

が
、
と
く
に
初
心
者
の
方
々
に

は
違
和
感
を
訴
え
る
方
が
多

い
。ま

た
、
歯
が
抜
け
て
時
間
が

経
つ
と
、
あ
ご
の
骨
の
量
が
減

り
、
歯
ぐ
き
の
形
も
変
わ
る
の

で
、
徐
々
に
入
れ
歯
と
歯
ぐ
き

の
間
に
す
き
間
が
で
き
て
し
ま

う
の
で
、
安
定
剤
の
助
け
を
借

り
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

答
え
て
く
れ
た
人

ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社

ヘ
ル
ス
＆
ホ
ー
ム
ケ
ア
事
業
本
部

塚
原
正
也
さ
ん

つ
か
は
ら
・
ま
さ
や　

オ
ー
ラ
ル

ケ
ア
事
業
部
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
入
れ
歯
安
定
剤

の
商
品
開
発
に
携
わ
る
。

【入れ歯安定剤の選び方】

ｅ
健
康
シ
ョ
ッ
プ
②

「
e
健
康
シ
ョ
ッ
プ
」
が
注
目
す
る
健
康
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て
、

選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
聞
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
入
れ
歯
装
着
に
使
用
す
る
「
入
れ
歯
安
定
剤
」
で
す
。

「
入
れ
歯
安
定
剤
」

教
え
て
！　

健
康
ア
イ
テ
ム
の
選
び
方
第

4
回

入れ歯を作りたて１〜２年経過３〜５年経過

《
粉
末
タ
イ
プ
》

・
安
定
力
△

・
違
和
感
の
な
さ
◎

・
持
続
力
△

・
準
備
の
簡
単
さ
◎

・
掃
除
の
し
や
す
さ
◎

《
ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ 

or

  

シ
ー
ト
タ
イ
プ
》

・
安
定
力
○

・
違
和
感
の
な
さ
○

・
持
続
力
○

・
準
備
の
簡
単
さ
○

・
掃
除
の
し
や
す
さ
△

《
ク
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
》

・
安
定
力
◎

・
違
和
感
の
な
さ
△

・
持
続
力
◎

・
準
備
の
簡
単
さ
△

・
掃
除
の
し
や
す
さ
△

入
れ
歯
っ
て
、

ど
ん
な
仕
組
み
？

Q

お
も
に
次
の
４
種
で
す
。

①
粉
末
タ
イ
プ

②
ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ

③
シ
ー
ト
タ
イ
プ

④
ク
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
プ

①
〜
③
は
、
粘
着
成
分
で
安

定
さ
せ
る
タ
イ
プ
。
唾
液
な
ど

の
水
分
と
混
ざ
る
と
粘
着
性
が

増
す
の
で
、「
の
り
タ
イ
プ
」

と
も
総
称
さ
れ
ま
す
。
入
れ
歯

と
あ
ご
の
す
き
間
が
小
さ
く
、

「
入
れ
歯
が
ゆ
る
む
な
」
と
感

じ
る
と
き
に
効
果
的
で
す
。

④
は
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
状

の
吸
着
剤
に
よ
っ
て
安
定
さ
せ

る
タ
イ
プ
。
①
〜
③
よ
り
強
力

な
の
で
、
す
き
間
が
大
き
く
な

っ
て
ガ
タ
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

と
き
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
れ
歯
を
し
め
ら
せ
、
床0

に

粉
末
を
ふ
り
か
け
て
装
着
し
ま

す
。
準
備
が
簡
単
で
、
違
和
感

が
少
な
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
。
は

ず
し
た
後
は
口
を
す
す
ぎ
、
入

れ
歯
も
水
洗
い
が
ラ
ク
。
た
だ

し
、
粘
着
力
は
他
の
タ
イ
プ
に

比
べ
る
と
、
強
く
あ
り
ま
せ

ん
。
唾
液
の
少
な
い
方
は
あ
ま

り
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

「
無
臭
」「
香
り
つ
き
」
な
ど

ど
ん
な

種
類
が
あ
る
？

Q

は
ず
れ
や
す
い

が
た
つ
く

小
さ
な
食
べ
物
が

は
さ
ま
っ
て
痛
い

ゆ
る
む

な
じ
ま
な
い

粉
末
タ
イ
プ
の

選
び
方
の

ポ
イ
ン
ト
は
？

Q

目安
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好
み
で
使
い
分
け
て
く
だ
さ

い
。入

れ
歯
の
床
に
ク
リ
ー
ム
を

塗
っ
て
装
着
し
ま
す
。
準
備
が

簡
単
で
、
粉
末
タ
イ
プ
よ
り
粘

着
力
が
強
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
。

た
だ
し
、
は
ず
し
た
と
き
に
入

れ
歯
や
口
腔
内
に
ク
リ
ー
ム
が

付
着
し
て
い
た
ら
、
取
り
除
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
商
品
に
よ

っ
て
粘
着
力
と
質
感（
ざ
ら
つ

き
）
に
差
が
あ
る
の
で
、
試
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ
と
同
等
の

粘
着
力
が
あ
り
ま
す
。
持
ち
運

び
に
便
利
な
の
が
特
徴
で
す
。

水
に
つ
け
た
シ
ー
ト
を
入
れ
歯

の
床
に
貼
り
つ
け
て
装
着
し
て

く
だ
さ
い
。

上
あ
ご
と
下
あ
ご
に
合
わ
せ

た
商
品
と
、
両
方
に
使
え
る
短

▶ 具体的な商品情報はe健康ショップの特集ページからチェック！　http://www.ekenkoshop.jp/karakoro/

選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト

ま
ず
、自
分
の
歯
ぐ
き
と
入
れ
歯
の

適
合
具
合（
フ
ィ
ッ
ト
具
合
）を

把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

入
れ
歯
が
ゆ
る
む
と
き
は

ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ
か

シ
ー
ト
タ
イ
プ

2入
れ
歯
が
ゆ
る
ん
だ
り
、
小
さ
な
食
べ
物
が
す
き
間

に
は
さ
ま
っ
て
痛
み
を
感
じ
た
り
す
る
よ
う
な
と
き

は
、
多
少
粘
着
力
の
強
い
こ
の
２
タ
イ
プ
を
。

が
た
つ
く
な
ら

ク
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
だ
が
、

長
期
連
用
は
避
け
る

3強
力
で
密
着
性
も
高
い
こ
の
タ
イ
プ
が
頼
り
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
が
た
つ
く
な
ら
歯
科
医
を
診
察
し

て
入
れ
歯
を
直
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。

入
れ
歯
を
作
り
た
て
の
と
き
は

ひ
と
ま
ず
粉
末
タ
イ
プ

1入
れ
歯
に
違
和
感
が
あ
る
程
度
の
と
き
は
、
粘
着
力

の
弱
い
粉
末
タ
イ
プ
で
Ｏ
Ｋ
。
粉
末
タ
イ
プ
な
ら
取

り
扱
い
も
簡
単
で
す
。

ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ
は

ど
う
や
っ
て
選
ぶ
？

Q

い
帯
状
の
商
品
の
２
種
あ
り
ま

す
。
ご
自
分
の
入
れ
歯
に
合
う

な
ら
前
者
が
便
利
。
部
分
入
れ

歯
に
使
う
な
ら
後
者
で
す
。

①
〜
③
の
粘
着
タ
イ
プ
に
く

ら
べ
て
、
食
べ
か
す
が
侵
入
し

に
く
い
。
か
ん
だ
と
き
の
歯
ぐ

き
の
痛
み
も
や
わ
ら
ぎ
ま
す
。

ク
リ
ー
ム
タ
イ
プ
と
シ
ー
ト

タ
イ
プ
は
熱
い
お
茶
を
飲
ん
だ

と
き
に
多
少
口
の
な
か
が
ベ
ト

つ
き
ま
す
が
、
こ
の
タ
イ
プ
は

溶
け
出
し
ま
せ
ん
。
入
れ
歯
に

安
定
剤
を
つ
け
た
ま
ま
水
洗
い

で
き
る
の
で
、
２
〜
３
日
間
続

け
て
使
用
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
剤
が
入
れ
歯

や
口
腔
内
に
こ
び
り
つ
い
た
ら

取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

色
は
、
透
明
、
白
色
、
ピ
ン

ク
色
の
三
色
。
白
色
は
入
れ
歯

に
塗
っ
た
と
こ
ろ
が
わ
か
り
や

す
く
、
ピ
ン
ク
色
は
装
着
時
に

目
立
ち
ま
せ
ん
。

使
い
方
は
、
入
れ
歯
の
床
に

指
で
塗
り
広
げ
て
、
か
み
し

め
、
床
か
ら
は
み
出
た
分
を
取

り
除
い
て
装
着
。
少
し
手
間
が

か
か
る
の
が
難
点
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル（
エ
タ
ノ
ー

ル
）含
有
商
品
も
あ
る
の
で
、

過
敏
症
の
方
は
要
注
意
で
す
。

長
期
連
用
に
も
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
歯
ぐ
き
に
刺
激
が

伝
わ
り
に
く
く
な
り
、
歯
茎
が

や
せ
た
り
、
噛
み
合
わ
せ
が
悪

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
固
く
な
っ
て
入
れ
歯
か

ら
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
注
意
書
き
を

し
っ
か
り
読
ん
で
、
無
理
な
連

用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

入
れ
歯
安
定
剤
は
、
あ
く
ま

で
も
一
時
的
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
な

…
…
と
感
じ
た
ら
、
ま
よ
わ
ず

に
歯
科
医
を
受
診
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

ク
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
の

選
び
方
は
？

Q

シ
ー
ト
タ
イ
プ
の

選
ぶ
コ
ツ
っ
て
何
？

Q

注
意
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い

Q
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第

7
回

か
ら
こ
ろ

ク
イ
ズ黒

色
線
は
何
画
目

で
し
ょ
う
？

Q

▶︎ 答えはＰ．35

座

●
41
号
を
読
ん
で

日
々
の
く
ら
し
に
キ
ラ
キ
ラ
を

広
末
涼
子
さ
ん
の
さ
わ
や
か
な
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
読
ん
で
、
心
が
洗
わ

れ
ま
し
た
。
日
々
の
く
ら
し
に
＂
キ

ラ
キ
ラ
＂
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
数
え
て
、

な
に
げ
な
い
毎
日
の
大
切
さ
を
し
み

じ
み
と
感
じ
、
一
日
一
日
を
大
切
に

生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
一
月
で
69
歳
に
な
り
ま
し
た

が
、
娘
と
一
緒
に
読
書
︵
同
じ
本
を

一
緒
に
読
ん
で
感
想
を
話
し
合
っ
た

り
︶、
美
術
館
め
ぐ
り
、
旅
行
︵
昨

年
は
日
光
、
京
都
︶
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
健
康
管
理
に
気
を

つ
か
い
な
が
ら
。
愛
娘
は
ジ
ム
に
通

っ
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
す
。
若

さ
っ
て
す
て
き
！

︻
Ａ・Ｉ
さ
ん︵
60
代
︶神
奈
川
県
川
崎
市
︼

編
集
部
：
前
号
の
「
わ
た
し
の
気
分
転
換
」

は
、
女
優
の
広
末
涼
子
さ
ん
に
ご
登
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
病
気
と
向
き
合
う
毎
日

に
も
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞬
間
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
そ
の
〝
キ
ラ
キ
ラ
〟
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
数
え
て
み
て
…
…
」。
い
い
こ
と
ば
で

す
よ
ね
。

〝
14
年
待
ち
の
天
使
の
パ
ン
〟に

感
激
し
ま
し
た

障
が
い
を
受
け
て
も
、
壁
に
ブ
チ

当
た
り
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
く
多

以
良
泉
己
さ
ん
の
生
き
方
に
感
銘
を

う
け
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の
こ
と
に
打

ち
込
む
生
き
方
は
、
そ
の
方
の
生
来

の
性
格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分

今
で
は
、
症
状
も
よ
く
な
り
「
パ
ニ

ッ
ク
症
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
か
も
」

と
さ
え
思
え
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

︻
Ｓ・Ｒ
さ
ん︵
40
代
︶東
京
都
品
川
区
︼

　
　
　
　

＊

私
も
、
自
身
自
身
が
心
の
病
に
な

る
ま
で
、
心
の
病
の
人
た
ち
を
突
き

放
し
た
目
で
見
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
い
ざ
自
分
が
な
っ
て
み
て
、
そ

の
辛
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

先
生
、
看
護
師
さ
ん
、
薬
剤
師
さ

ん
、
家
族
や
友
人
⋮
⋮
み
な
さ
ん
、

心
の
病
を
患
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
、
心
の
病
に
な
っ
た

人
を
支
え
ら
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

人
は
自
分
が
体
感
し
た
こ
と
、
経
験

し
た
こ
と
以
外
は
本
気
で
わ
か
る
こ

と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

病
を
患
わ
な
い
こ
と
が
い
ち
ば
ん

で
す
が
、
ど
う
ぞ
適
度
な
距
離
を
お

い
て
、
見
放
す
こ
と
は
し
な
い
で
、

心
の
病
の
人
と
接
し
て
ほ
し
い
で
す
。

︻
Ｋ・Ａ
さ
ん︵
20
代
︶群
馬
県
吾
妻
郡
︼

編
集
部
：
前
々
号
の
「
う
つ
の
人
と
の
つ

き
あ
い
方
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
お
た

よ
り
掲
載
以
来
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
前
号
の「
病
院
生
活
の
基
礎
知
識
」

で
は
、
お
た
よ
り
を
も
と
に
「
う
つ
と
の

つ
き
あ
い
方
」
に
つ
い
て
小
特
集
を
組
み

ま
し
た
。

　

心
の
病
も
持
つ
方
も
、
周
囲
の
方
々
も
、

思
い
悩
ん
で
い
る
方
が
と
て
も
多
い
よ
う

で
す
。
正
解
は
な
い
け
れ
ど
…
…
。
引
き

続
き
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

よ
い
睡
眠
を
と
る
た
め
に

眠
り
の
コ
ツ
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
も
「
眠

れ
な
い
の
に
ず
っ
と
布
団
の
中
で
過

ご
し
て
い
る
」
に
該
当
。
お
布
団
の

中
で
ケ
ー
タ
イ
電
話
の
お
掃
除
し
て

ま
し
た
。
朝
ス
ッ
キ
リ
目
覚
め
た
い

の
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

︻
Ｙ・Ｈ
さ
ん︵
60
代
︶長
野
県
諏
訪
市
︼

　
　
　
　

＊

飲
食
店
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
早

い
日
は
10
時
、
遅
い
日
は
16
時
に
出

勤
し
、
帰
宅
は
23
時
を
過
ぎ
ま
す
。

夕
食
は
そ
れ
か
ら
。
お
酒
も
好
き
な

の
で
、
飲
み
ま
す
。
起
床
時
間
は
ま

ち
ま
ち
で
、
７
時
～
10
時
頃
。
６
つ

の
メ
ソ
ッ
ド
の
う
ち
、
で
き
そ
う
な

の
は
、
⑤
体
を
温
め
過
ぎ
な
い
、
く

ら
い
で
す
︵
昼
寝
を
す
る
と
15
～
20

の
人
生
に
も
い
い
影
響
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

︻
Ｎ・Ｔ
さ
ん︵
60
代
︶大
阪
府
︼

編
集
部
：
前
号
の
「
う
ら
ら
か
ピ
ー
プ
ル
」

は
、
パ
ン
ケ
ー
キ
職
人
の
多
以
良
泉
己
さ

ん
で
し
た
。
元
競
輪
選
手
。
落
車
事
故
で

頸
髄
損
傷
＆
高
次
脳
機
能
障
害
を
負
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
壁
を
乗
り
越
え
て
、
つ
い
に

パ
ン
ケ
ー
キ
職
人
に
な
る
ま
で
の
苦
労
話

は
、
何
度
読
ん
で
も
、
目
頭
が
熱
く
な
り

ま
す
。
妻
の
総
子
さ
ん
の
が
ん
ば
り
に
も
、

感
動
＆
応
援
お
た
よ
り
多
数
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

「
心
の
病
」と
の
つ
き
あ
い
方
は

と
て
も
、
む
ず
か
し
い

私
も
二
年
前
、
あ
る
日
、
突
然

「
パ
ニ
ッ
ク
症
」
に
な
り
、
す
べ
て

が
怖
く
て
、
不
安
で
、
う
つ
に
も
悩

ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
何
に

対
し
て
も
自
分
が
正
し
い
と
思
い
込

み
、
弱
い
人
を
軽
蔑
し
、
自
信
満
々

に
生
き
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
そ

う
な
っ
て
初
め
て
、
心
の
病
が
ど
ん

な
に
つ
ら
い
も
の
か
知
り
ま
し
た
。

し
ょ
せ
ん
、
ど
ん
な
病
気
で
も
、

自
分
の
苦
し
み
や
悩
み
は
他
人
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
他
人
に
話
し

こ
と
で
私
は
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し

た
。
家
族
や
友
人
、
誰
一
人
と
し
て

私
か
ら
離
れ
て
い
く
人
は
い
な
く
て
、

む
し
ろ
今
ま
で
通
り
ふ
つ
う
に
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
「
心
の

病
」
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た

の
は
自
分
自
身
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

医療と健康に関して、コレだけは言いたい！

おたよりひろば
※2015年11月18日～ 2016年２月23日までに届いたおたより（40号、41号分）をもとに編集しています。
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分
で
す
ま
な
い
ほ
ど
寝
て
し
ま
い
ま

す
︶。
い
ま
は
、
日
中
を
元
気
に
過

ご
せ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
柄
、
最
適

な
リ
ズ
ム
の
作
り
方
が
難
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

︻
Ｔ・Ｈ
さ
ん︵
40
代
︶長
野
県
駒
ケ
根
市
︼

編
集
部
：
前
号
の
「
な
ん
で
も
相
談
室
」
は
、

「
よ
い
睡
眠
を
と
る
た
め
に
は
？
」
で
し
た
。

塩
見
利
明
先
生
オ
ス
ス
メ
の
メ
ソ
ッ
ド
は
、

①
起
床
時
間
と
就
寝
時
間
を
毎
日
同
じ
に

す
る
、
②
15
～
20
分
ほ
ど
昼
寝
を
す
る
、

③
寝
る
前
の
儀
式
を
決
め
る
、
④
ベ
ッ
ド

で
は
目
に
光
を
入
れ
な
い
、
⑤
体
を
温
め

す
ぎ
な
い
、
⑥
夜
の
遅
い
時
間
に
食
べ
な

い
。
Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
、
お
仕
事
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
す
。
お
忙
し
そ
う
で
す
ね
。
す
こ
ー

し
だ
け
、
①
⑥
あ
た
り
か
ら
、
心
が
け
て

み
て
は
…
…
？

て
い
ま
す
。
い
ま
は
、
胸
︵
胃
の
上

部
︶
が
、
常
時
、
苦
し
い
の
で
す
。

︻
Ｎ・Ｋ
さ
ん︵
90
代
︶群
馬
県
富
岡
市
︼

編
集
部
：
前
号
の
医
療
最
前
線
「
成
人
ぜ

ん
そ
く
の
最
新
治
療
」
に
も
た
く
さ
ん
の

お
た
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｎ
・
Ｋ
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
う
、

春
で
す
。
春
の
息
吹
を
吸
い
込
ん
で
、
気

分
転
換
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
の
娘
さ
ん
、
ス
テ
キ
。

「
わ
が
娘
の
生
き
方
に
頭
が
下
が
る

思
い
で
す
」
を
読
み
ま
し
た
。
見
た

目
を
気
に
せ
ず
に
、
い
っ
し
ょ
に
楽

し
め
る
娘
さ
ん
は
、
ス
テ
キ
で
す
ね
。

わ
た
し
自
身
も
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
り
、

つ
い
他
人
の
目
を
気
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
人
目
を
気

に
せ
ず
に
、
自
分
の
人
生
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
勇
気
が
持
て

た
記
事
で
し
た
。

︻
Ｉ・Ｍ
さ
ん︵
40
代
︶新
潟
市
︼

編
集
部
：
前
号
掲
載
の
Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
（
山

口
県
萩
市
）
の
お
た
よ
り
に
は
、
白
血
病

移
植
手
術
で
体
中
に
ケ
ロ
イ
ド
が
残
る
夫

と
、
世
間
の
目
を
気
に
せ
ず
に
積
極
的
に

暮
ら
す
娘
さ
ん
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。
Ｉ
さ
ん
も
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
！

●
言
わ
せ
て
、
聞
か
せ
て
！

一
日
三
食
＋
お
や
つ
あ
り
…
…

な
に
も
し
な
い
夫
に
イ
ラ
ッ
！

両
親
も
80
代
を
迎
え
、
毎
年
の
よ

う
に
入
院
・
手
術
な
ど
の
繰
り
返
し

で
す
。
大
学
病
院
な
の
で
電
車
を
乗

り
継
い
で
一
日
が
か
り
で
す
。

こ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
の
で
す

が
、
退
職
し
て
ず
ー
っ
と
家
に
い
る

主
人
が
本
当
に
何
も
し
な
い
の
で
、

大
変
で
す
。
冬
は
コ
タ
ツ
、
夏
は
ク

ー
ラ
ー
の
中
で
テ
レ
ビ
を
24
時
間
つ

け
っ
ぱ
な
し
。
も
ち
ろ
ん
一
日
三
食

＋
お
や
つ
あ
り
。
一
度
、
母
の
手
術

の
と
き
、
昼
食
を
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
に

し
た
ら
大
目
玉
で
し
た
。

私
は
一
人
っ
子
な
の
で
他
に
頼
め

る
親
類
も
知
人
も
い
ま
せ
ん
。
来
月

も
母
の
入
院
手
術
が
あ
り
ま
す
。
考

え
た
だ
け
で
今
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
り
ま
す
。
私
一
人
が
バ
タ
バ
タ
し

て
い
る
だ
け
で
両
親
に
は
言
え
な
い

し
、
と
て
も
辛
い
で
す
。
何
か
気
分

転
換
で
も
と
思
い
ま
す
け
ど
⋮
⋮
。

︻
Ｋ・Ｏ
さ
ん︵
50
代
︶岡
山
県
瀬
戸
内
市
︼

発
達
障
害
治
療
の
進
歩
を
願
う

小
諸
市
の
Ｏ
・
Ｗ
さ
ん
の
投
稿
を

読
み
ま
し
た
。
私
自
身
、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
ゆ
え
に
「
精
神
発
作
」
を
起
こ

し
、
親
を
傷
つ
け
た
り
物
を
壊
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
正
気
に
返
る

と
大
人
の
自
分
が
そ
ん
な
暴
れ
方
を

す
る
こ
と
に
、
自
分
で
許
せ
な
く
な

る
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
手
段

を
試
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
も
っ
て

一
か
月
に
一
度
以
上
は
、
か
な
ら
ず

そ
ん
な
発
作
を
起
こ
し
ま
す
。

親
も
70
代
に
入
り
、
先
行
き
が
心

配
で
、
早
く
発
作
を
減
ら
し
て
い
き

た
く
切
実
に
願
っ
て
い
ま
す
。
発
達

障
害
者
の
治
療
手
段
が
も
っ
と
拡
充

し
て
ほ
し
い
で
す
。

︻
Ａ・Ｋ
さ
ん︵
30
代
︶東
京
都
杉
並
区
︼

編
集
部
：
前
々
号
、
前
号
で
発
達
障
害
の

お
子
さ
ん
を
育
て
る
お
母
さ
ん
の
お
た
よ

り
を
掲
載
し
ま
し
た
。
今
号
「
う
ら
ら
か

ピ
ー
プ
ル
」
に
は
発
達
障
害
の
方
に
登
場

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
難
し
い
こ
と
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
前
を
向
い
て
、

歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
応
援
し
ま
す
！

ぜ
ん
そ
く
と
長
づ
き
あ
い
で
す

成
人
ぜ
ん
そ
く
の
最
新
治
療
の
記

事
、
何
回
も
何
回
も
、
よ
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

60
歳
く
ら
い
か
ら
、
ひ
ど
く
な
り

ま
し
た
。
最
近
は
病
院
で
粒
の
薬
が

処
方
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
呑
み
込
め

な
い
の
で
、
病
院
で
砕
い
て
も
ら
っ

コンビニ店員さんに経典をもらって以来、５年間写経を続けている登坂さ
ん。まずお経の読み仮名をえんぴつで描き、カラフルに着色しています。

※「アトリエ・エー」は、ダウン症や自閉症の子どもたちのためのお絵かき教室です。

アトリエ・エーのおえかき窓
《今号の一枚》『写経』　登坂京太郎さん（27歳）

お
腹
立
ち
ご
も
っ
と
も
！　

私

な
ど
は
、
読
ん
で
い
る
だ
け
で
腹

が
立
ち
ま
し
た
。
だ
ん
な
様
を
変

え
う
る
唯
一
の
方
法
は
、
無
理
し

て
世
話
を
し
な
い
こ
と
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
こ
れ
は
Ｋ
・
Ｏ
さ
ん
ご

夫
婦
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
も
し
、
Ｋ
・
Ｏ
さ
ん

が
だ
ん
な
様
の
世
話
が
で
き
な
い

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
周
囲
は
本
当

に
大
変
で
す
よ
。
夫
婦
関
係
の
現

在
は
、
過
去
の
集
大
成
。
今
す
ぐ

直
す
の
は
困
難
で
し
ょ
う
が
、
ぜ

ひ
手
を
か
け
な
い
方
向
で
が
ん
ば

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

宮
子
あ
ず
さ
さ
ん
か
ら
ひ
と
言
！
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「からころ」を見つけるたび、とて
もうれしくなります！　無料なの
に、中身は満足する内容でいっぱ
いですよね。もっと多くの人に手
に取ってもらいたいです。
Ｉ・Ａさん（10代、埼玉県吉川市）

「
ち
ゃ
ぶ
だ
い
返
し
」を
さ
せ
ず
に

病
院
に
行
か
せ
る
方
法
は
？

私
の
夫
は
、「
水
虫
は
病
気
じ
ゃ

な
い
」
と
言
い
放
ち
、
病
院
へ
行
こ

う
と
も
、
薬
を
つ
け
よ
う
と
も
し
ま

せ
ん
。
痛
み
が
出
る
と
い
い
な
ぁ
⋮

⋮
な
ど
と
考
え
た
り
し
ま
す
。
何
と

か
治
療
に
前
向
き
に
な
る
方
法
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
夫
は
超

短
気
で
、
怒
る
と
す
ぐ
に
「
ち
ゃ
ぶ

だ
い
返
し
」
を
す
る
ほ
ど
、
あ
ば
れ

ん
坊
で
す
。
夫
の
仕
事
は
大
工
さ
ん
。

一
日
中
く
つ
を
履
い
て
ま
す
。

︻
Ｓ・Ｓ
さ
ん︵
40
代
︶北
海
道
小
樽
市
︼

編
集
部
：
な
ん
と
「
ち
ゃ
ぶ
だ
い
返
し
」
！

笑
い
ま
し
た
！　

昭
和
の
イ
メ
ー
ジ
で
な

ん
と
も
懐
か
し
い
響
き
。
困
っ
た
ご
主
人

を
病
院
に
行
か
せ
る
の
は
、「
大
切
な
家
族

に
感
染
し
て
も
い
い
の
？
」
し
か
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
泣
き
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。
き

っ
と
、
腕
の
い
い
大
工
さ
ん
。
早
く
治
療

を
は
じ
め
て
！

介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

努
力
も
知
っ
て
欲
し
い

母
が
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
を
お
風
呂
に
入
れ
て
あ

げ
る
の
が
と
て
も
大
変
だ
そ
う
で
す
。

お
風
呂
に
入
る
こ
と
を
理
解
で
き
な

い
の
で
、
ひ
っ
か
か
れ
た
り
、
か
ま

れ
た
り
、
髪
の
毛
を
つ
か
ま
れ
て
ひ

っ
ぱ
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
認
知
症
の

人
を
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い
の
で
押

さ
え
こ
む
こ
と
も
で
き
な
い
そ
う
で

す
。
母
た
ち
の
努
力
を
施
設
に
預
け

て
い
る
人
の
家
族
が
も
っ
と
知
っ
て

く
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

も
ひ
っ
か
か
れ
た
傷
が
痛
そ
う
で
す
。

︻
Ｍ・Ｔ
さ
ん︵
10
代
︶福
島
県
白
河
市
︼

編
集
部
：
介
護
の
現
場
に
は
、
体
験
し
な

い
と
わ
か
ら
な
い
苦
労
が
た
く
さ
ん
あ
る

ん
で
す
ね
。
Ｍ
・
Ｔ
さ
ん
の
言
う
と
お
り

で
す
！　

尊
敬
で
き
る
お
母
さ
ん
を
、
こ

れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
看
取
る
か
。
そ
れ
が
大
切

昨
年
９
月
に
、
実
母
を
看
取
り
ま

し
た
。
93
歳
な
の
で
老
衰
で
す
が
、

「
あ
り
が
と
あ
り
が
と
」「
わ
り
い
な

ー
」
と
言
い
続
け
、
自
宅
で
苦
し
む

こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
娘
孝
行
な
母

で
し
た
。
最
後
の
１
か
月
半
、
一
緒

に
暮
ら
し
て
看
取
っ
た
の
で
、
悔
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。

携
わ
っ
て
く
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
さ
ん
が
「
私
の
受
け
持
っ
た
お
年

寄
り
の
中
で
も
、
自
宅
で
亡
く
な
っ

た
方
は
○
○
さ
ん
だ
け
で
す
」
と
聞

い
て
、
や
は
り
ど
う
や
っ
て
看
取
る

の
か
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
で
は
⋮

⋮
と
思
い
ま
す
。「
離
れ
て
い
て
も

心
が
つ
な
が
っ
て
い
れ
は
い
い
だ
ね

な
」
と
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
言
っ
て
い

た
母
の
言
葉
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
生

き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︻
Ｍ・Ｍ
さ
ん︵
50
代
︶長
野
県
安
曇
野
市
︼

編
集
部
：
自
宅
で
お
母
さ
ん
を
看
取
れ
た

こ
と
、
本
当
に
お
幸
せ
で
し
た
ね
。
わ
た

し
も
母
と
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
心

…
…
つ
な
が
っ
て
い
る
か
な
？
（
ｍ
）

急
性
期
病
院
の
あ
り
方
に
疑
問
？

私
は
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
病
院
で
働

い
て
い
ま
す
が
、
近
隣
の
急
性
期
病

院
の
あ
り
方
︵
ケ
ア
の
仕
方
、
申
し

送
り
の
仕
方
︶
に
と
て
も
疑
問
を
感

じ
て
い
ま
す
。

ど
こ
の
病
院
も
「
と
に
か
く
患
者

様
を
次
へ
出
す
の
に
必
死
、
出
し
て

し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
」
と
見
え
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
般
病
棟
や
回
復
期
病

棟
で
他
院
か
ら
の
紹
介
を
受
け
ま
す

が
、
食
べ
ら
れ
る
人
で
も
経
管
栄
養

の
ま
ま
だ
っ
た
り
︵
Ｎ
Ｇ
チ
ュ
ー

ブ
︶、
目
の
前
の
患
者
様
が
前
院
で

の
状
況
と
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て

い
た
り
、
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
日
も

書
い
て
な
か
っ
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
と

看
護
で
食
形
態
が
異
な
っ
て
い
た
り

⋮
⋮
。
顔
を
知
ら
な
い
人
た
ち
か
ら

の
引
き
継
ぎ
な
の
で
、
こ
ち
ら
も
余

計
に
不
安
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
の
医
療
圏
で
は
ス
ム
ー
ズ
な

申
し
送
り
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た

い
で
す
。︻

Ｍ・Ｒ
さ
ん︵
30
代
︶岐
阜
県
可
児
市
︼

編
集
部
：
看
護
師
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り

で
し
た
。
医
療
従
事
者
の
方
々
、
何
か
い

い
方
法
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ア
ド
バ
イ
ス
く

だ
さ
い
。
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
師
で
も

患
者
さ
ん
の
側
に
な
る
と
…
…

み
な
さ
ん
の
お
た
よ
り
、
興
味
深

く
、
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
看

護
師
と
い
う
職
業
柄
、
極
力
患
者
さ

ん
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
た
い
と
思
う

反
面
、
時
間
が
許
し
て
く
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
病
院
で
聞
き
た
い

け
れ
ど
聞
け
な
い
こ
と
や
、
ち
ょ
っ

と
誰
か
聞
い
て
！
⋮
⋮
的
な
こ
と
も

書
か
れ
て
い
て
、
あ
り
が
た
い
！　

看
護
師
を
し
て
い
て
も
患
者
の
側
に

な
る
と
、「
？
？
？
」
な
こ
と
が
と

き
お
り
あ
り
ま
す
。
私
も
そ
の
う
ち

投
書
さ
せ
て
頂
く
か
も
で
す
︵
笑
︶。

︻
Ｋ・Ｋ
さ
ん︵
50
代
︶茨
城
県
牛
久
市
︼

編
集
部
：
患
者
さ
ん
に
な
っ
た
看
護
師
さ

ん
の
感
じ
る
こ
と
、
と
て
も
関
心
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

「
物
忘
れ
」と「
認
知
症
」
っ
て

ど
こ
が
違
う
の
？

も
と
も
と
不
注
意
な
方
で
す
が
、

年
々
ヒ
ド
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

母
に
「
認
知
証
じ
ゃ
な
い
の
！　

調

べ
て
も
ら
っ
た
ら
！
」
と
何
度
も
言

わ
れ
ま
す
。
物
忘
れ
と
認
知
症
の
違

い
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
か
？　

40
代

で
す
が
、
病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い

の
で
し
ょ
う
か
？

︻
Ｙ・Ｕ
さ
ん︵
40
代
︶東
京
都
渋
谷
区
︼

私
も
物
忘
れ
が
ひ
ど
い
の
で
、

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
事

を
例
に
取
る
と
、
食
事
内
容
を
忘

れ
る
の
が
物
忘
れ
。
食
べ
た
こ
と

宮
子
あ
ず
さ
さ
ん
か
ら
ひ
と
言
！
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主人が35歳で高血圧の薬を飲み始めまし
た。毎食野菜を取り入れ、平日はお酒を
控えています……が、週末はどんどん飲
んでしまいます。ストレスを与えるまで厳
しくするのも、長続きしないと思うので…
…みなさんはどうしていますか？
Ｎ・Ｔさん（30代、高知市）

言
葉
の
力
っ
て
ス
ゴ
イ
！

「
こ
ん
に
ち
は
、
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
診
察
室
に
入
る
と
き
に
か
な

ら
ず
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。「
は
い
、

ど
う
し
ま
し
た
か
？
」
と
た
い
て
い

の
お
医
者
さ
ん
は
答
え
て
く
れ
ま
す

が
、
患
者
の
顔
も
見
ず
、
返
事
も
し

な
い
先
生
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
、
ど
ん
な
に
具
合
が

悪
く
て
も
、
即
、
そ
の
場
か
ら
立
ち

去
り
た
く
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
場
所
で
も
、
ひ
と
こ
と
の

あ
い
さ
つ
や
言
葉
は
と
て
も
大
切
で
、

人
の
心
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
言
葉
や
あ
い
さ

つ
の
持
つ
意
味
、
力
は
と
て
も
大
き

な
も
の
で
、
日
常
の
中
で
も
意
識
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。︻

０・Ｙ
さ
ん︵
20
代
︶長
野
県
上
田
市
︼

編
集
部
：
言
葉
づ
か
い
っ
て
、
相
手
を
気

づ
か
う
気
持
ち
の
表
れ
…
…
で
す
よ
ね
？

聞
く
方
の
立
場
に
な
っ
て
言
葉
を
選
ぶ
よ

う
に
す
れ
ば
、
き
っ
と
、
気
持
ち
が
伝
わ

る
気
が
し
ま
す
。

か
ら
こ
ろ
メ
イ
ツ
に
な
っ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
い
の
に
！

か
ら
こ
ろ
メ
イ
ツ
に
応
募
し
た
い

の
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ん
で
も
か
ん
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
や
め
て
ほ
し

い
。
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
人
は
、
星
の

数
ほ
ど
い
る
と
思
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
っ
て
目
が
疲
れ
る
し
、

メ
ー
ル
で
中
傷
さ
れ
た
く
な
い
し
、

携
帯
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
ま
っ
た
く
興

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
私
で
す
が
、
メ
イ
ツ
会
員

に
な
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

て
み
た
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
も
応
募
し
た
い
し
、
モ

ニ
タ
ー
や
疾
病
情
報
に
は
た
い
へ
ん

興
味
が
あ
る
。
郵
送
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
な
、
と
。

︻
Ｉ・Ｔ
さ
ん︵
50
代
︶大
阪
府
大
阪
市
︼

編
集
部
：
大
意
、
賛
同
い
た
し
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
万
能
の
ネ
ッ
ト
社
会
に
は
、
重
大

な
落
と
し
穴
が
あ
る
！　

っ
た
く
い
ま
ど

き
の
若
い
モ
ン
は
…
…
で
す
よ
ね
？　

ご

郵
送
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
諸
事
、
お
つ

な
ぎ
も
う
し
あ
げ
ま
す
（
団
）

自
体
を
忘
れ
る
の
が
認
知
症
。
そ

ん
な
理
解
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
原
因
は
多

彩
。
た
と
え
ば
、
更
年
期
に
見
ら

れ
る
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
く
ず

れ
や
う
つ
状
態
も
原
因
に
な
り
ま

す
。
不
安
も
、
い
い
影
響
が
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
で
は
「
物
忘
れ
外

来
」
を
置
く
医
療
機
関
も
増
え
ま

し
た
。
不
安
な
ら
、
活
用
す
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

「薬局で経験したうれしかったこと、感謝したいこと」

「からころ　39号」（2015年６月22日発行）でお願いしたアンケートについてご報告します。
回答者数：679人（女性542人、男性132人、未記入5人）からころ 第五回

　約８割の方が、「薬局でうれしかったことがある」と回答しています。その大半は、「親身になって気づかって
くれた」「薬の詳しい情報を教えてもらえた」など薬剤師さんへの感謝。一方で、病院と薬局で同じ説明を受け
ることへの抵抗感も根強くあります。この点は、お薬でのトラブルを招かないためとお考えいただきたく……。

【１位】「辛かったでしょう」「痛かったでしょう」といたわりの言葉をかけられると、う
れしい／子どもの名前を覚えていて「元気になってネ」と声をかけてもらえた／親子でイ
ンフルエンザにかかり、処方せんを見た薬剤師さんが「大丈夫ですか？　車に乗って待っ
ていてください」と声をかけてくれ、寒空の下、車まで薬を持ってきてくれました／など

【２位】お水＆お湯の無料サーバーが、何より／子ども用のシール、おもちゃ、キッズス
ペースがあると、助かります／トイレがキレイであることがいちばん／ご意見コ－ナーが
あって、改善提案が貼り出されてました／ドライブスルーでお薬がもらえました（インフ
ルなどのとき助かります）／など

【３位】病院では聞けなかったことを丁寧に教えてもらえた／体調に気づかいながら丁寧
にお薬の飲み方や効能を説明してもらえた／「前回処方薬の効き目はどうでした？」と聞
いてくれた。 ／子どもに声をかけてくれる薬剤師さんがいると、うれしい／など

【そのほかの意見】病名を大きな声で話す薬剤師さんが目立つ。残念です。サイドに仕切
り板があると話しやすい／薬の説明を受けるが、院内でドクターから聞いている／処方薬
について惜しみなく情報を伝授してくれる薬剤師さんが少ない。話がひろがらない／薬だ
けでなく、もっと体調にきづかってほしい／あまりとやかく言われたくないです……など

利用者の声

薬剤師の行動・しぐさ・
対応・態度（291人）

1位

薬局の設備・備品・
サービスき（107人）

2位

薬剤師からの言葉・
言葉づかいい（31人）

3位

（自由回答、回答数513）
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わたしの闘病記日々、食べているものが、明日か
らの自分の体をつくるのだと思い、
食べ物に気を配るようにしていま
す。最近はまっているのは、モチ
麦！　とてもおいしいです。
Ｉ・Ｙさん（40代、広島市）

１
日
無
事
に
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝

10
年
前
か
ら
原
因
不
明
の
発
熱
、

関
節
症
、
だ
る
さ
、
食
欲
不
振
な
ど

の
症
状
が
出
て
、
検
査
も
続
け
て
、

数
年
前
に
膠
原
病
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
ス
テ
ロ
イ
ド
の
副
作
用
で
緑
内

障
に
な
り
、
鎮
痛
剤
で
腎
臓
の
機
能

が
低
下
す
る
な
ど
、
苦
労
し
ま
し
た
。

症
状
が
重
い
と
き
は
、
で
き
な
い
こ

と
が
増
え
て
い
き
、
落
ち
込
む
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
。
今
は
、
１
日
１

つ
で
も
な
に
か
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
、
工
夫
し
な
が
ら
の
生
活
で
す
。

病
気
に
な
れ
ば
、
落
ち
込
む
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
絶
対
に
な
に
か
で

き
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
１

日
無
事
に
過
ご
せ
る
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
で
、
病
気
に
立
ち
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

︻
Ｈ・Ｈ
さ
ん︵
30
代
︶愛
知
県
小
牧
市
︼

編
集
部
：
私
も
病
気
持
ち
で
す
。
日
々
、

１
つ
で
も
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
か

な
け
れ
ば
…
…
（
ｍ
）。

特
効
薬
は
同
じ
病
気
の
人
の
声
！

数
年
間
、
リ
ウ
マ
チ
治
療
中
で
す
。

副
作
用
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
ま
で
を

が
ま
ん
の
範
囲
に
考
え
れ
ば
い
い
の

か
な
？　

ほ
か
の
人
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
な
？　

と
か
と
か
⋮
⋮
。
お

医
者
様
と
話
す
こ
と
以
外
に
も
、
い

ろ
い
ろ
疑
問
が
わ
い
た
り
、
心
配
だ

っ
た
り
⋮
⋮
。
す
ぐ
近
く
に
同
病

の
人
は
い
な
い
の
で
、
同
じ
病
気
の

人
の
話
と
か
、
記
事
が
あ
る
と
心
強

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か

の
病
気
で
治
療
中
の
方
の
記
事
に
も
、

読
ん
で
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

︻
Ｈ・Ｙ
さ
ん︵
50
代
︶鹿
児
島
市
︼

編
集
部
：
以
前
に
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」
を

特
集
し
ま
し
た
。
で
も
、
医
療
は
日
進
月

歩
。
最
新
治
療
に
つ
い
て
、
近
々
あ
つ
か

っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

多
発
性
骨
髄
腫
と
闘
っ
て
い
ま
す

１
年
半
前
に
多
発
性
骨
髄
腫
と
診

断
さ
れ
、
２
か
月
の
入
院
と
、
そ
の

後
の
抗
が
ん
剤
投
与
を
受
け
、
11
月

ま
で
続
き
ま
し
た
︵
９
ス
テ
ー
ジ
×

４
日
投
与
︶。
た
い
へ
ん
長
い
投
与

期
間
と
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
の
影
響

か
ら
、
食
欲
も
な
く
、
ゲ
リ
な
ど

が
つ
づ
く
苦
労
を
し
ま
し
た
。
今

後
、
体
力
の
回
復
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
余
命
３
年
半
と
宣
告
さ
れ
て
お

り
、
不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け

る
こ
と
と
、
ほ
か
の
人
の
経
験
な
ど
、

教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

︻
Ｓ・Ｋ
さ
ん︵
70
代
︶埼
玉
県
春
日
部
市
︼

編
集
部
：
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
次
号
で
宮

子
あ
ず
さ
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
掲
載
し

ま
す
。
み
な
さ
ま
も
お
た
よ
り
を
ぜ
ひ
！

〝
生
か
さ
れ
て
い
る
使
命
〟が
あ
る

自
分
だ
け
が
つ
ら
い
病
状
な
の
だ

と
思
い
、
や
る
気
が
な
く
な
り
、
困

っ
て
い
ま
す
。「
か
ら
こ
ろ
」
に
は

同
じ
病
に
明
る
く
立
ち
向
か
っ
て
い

る
方
々
の
お
た
よ
り
が
掲
載
さ
れ
て

い
て
、
読
ん
で
い
る
と
、
と
き
に
は
、

人
間
は
弱
い
も
の
？
⋮
⋮
な
ど
と
も

思
っ
た
り
し
ま
す
。
持
病
は
、
悲
し

い
け
れ
ど
完
治
し
ま
せ
ん
。
仲
良
く

お
付
き
合
い
が
で
き
な
い
と
き
は
、

本
当
に
心
の
や
り
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
生
か
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
か
使
命
が

あ
る
⋮
⋮
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

︻
Ｍ・Ａ
さ
ん︵
50
代
︶栃
木
市
︼

脳
腫
瘍
を
乗
り
越
え
て

脳
腫
瘍
の
摘
出
手
術
を
し
て
か
ら

５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
術
後
半
年
し

て
け
い
れ
ん
発
作
を
起
こ
し
ま
し
た

が
、
薬
の
お
か
げ
で
そ
れ
以
降
安
定

し
た
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
脳
腫
瘍
と
い
う
病
名
で
あ
り

な
が
ら
、
命
を
お
と
す
方
も
い
ま
す
。

で
も
、
私
は
外
見
的
に
は
ま
っ
た
く

の
健
康
体
な
の
で
、
口
に
し
て
も
信

じ
て
も
ら
え
ず
、「
ま
、
い
い
か
！
」

と
何
ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

フ
ツ
ウ
に
し
て
い
る
の
で
す
。

「
一
億
総
活
躍
社
会
」。
私
も
一
員

に
な
れ
る
で
し
ょ
う
か
？　

年
齢
、

病
気
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
で
も
多
く
の
人
を
社
会
に
受
け

入
れ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

︻
Ｍ・Ｔ
さ
ん︵
50
代
︶静
岡
県
掛
川
市
︼

編
集
部
：
す
ば
ら
し
い
！

明
る
い
声
か
け
に
感
動
！

右
手
首
を
骨
折
し
、
入
院
中
で
す
。

同
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ろ
っ
骨
や
足
を

骨
折
さ
れ
た
方
々
。
リ
ハ
ビ
リ
で
一

緒
に
な
っ
た
方
は
、
と
て
も
前
向
き

で
明
る
く
、「
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
わ
た
し
よ
り
た
い
へ
ん

な
思
い
を
し
た
で
あ
ろ
う
そ
の
方
の

お
気
持
ち
に
、
感
動
し
ま
し
た
。

︻
Ｏ・Ｔ
さ
ん︵
30
代
︶大
分
県
中
津
市
︼

編
集
部
：
ど
ん
な
と
き
に
も
、
ほ
か
の
人

を
気
づ
か
え
る
心
…
…
。
で
き
そ
う
で
、

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

適
度
に
薬
に
頼
る
こ
と
も
必
要

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
特
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
高
く
、
食
事

や
運
動
で
数
値
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。

出
産
を
機
に
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

変
わ
り
、
育
児
も
あ
り
、
高
値
に
。

人
間
の
強
さ
と
弱
さ
を
ふ
ま

え
た
、
Ｍ
・
Ａ
さ
ん
の
お
考
え
に
、

本
当
に
そ
う
だ
な
あ
、
と
共
感
し

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
患
者
さ
ん

と
関
わ
っ
て
思
う
の
は
、
持
病
を

抱
え
て
の
生
活
は
、
ど
ん
な
病
気

で
も
、
大
変
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。

「
つ
ら
い
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
」

と
頭
で
わ
か
っ
て
も
、「
な
ぜ
自
分

だ
け
が
」
と
割
り
切
れ
な
い
気
持

ち
に
な
る
の
は
当
然
。
常
に
明
る

く
病
に
立
ち
向
か
う
、
立
派
な
患

者
さ
ん
を
演
じ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
心
身
と
も
に
無
理
は
禁
物

で
す
。

宮
子
あ
ず
さ
さ
ん
か
ら
ひ
と
言
！
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食
事
で
は
な
か
な
か
下
が
ら
ず
、
薬

を
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
二

人
目
が
ほ
し
か
っ
た
の
で
、
が
ま

ん
し
て
い
ま
し
た
。
冷
え
や
だ
る
さ
、

頭
痛
も
あ
り
ま
し
た
。

二
人
目
を
出
産
し
、
健
康
診
断
の

値
が
高
か
っ
た
の
で
、
病
院
の
先
生

と
相
談
し
、
軽
い
薬
を
の
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
だ
る
さ
や
不

調
が
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
も
２
４
０
か
ら
１
２
０
ま
で

２
か
月
で
下
が
り
ま
し
た
！　

健
康

を
保
つ
に
は
、
適
度
に
薬
に
頼
る
こ

と
も
必
要
な
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

︻
Ｓ・Ｒ
さ
ん︵
30
代
︶宮
城
県
黒
川
郡
︼

編
集
部
：
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
薬
に
は
副

作
用
の
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
使

え
ば
上
手
に
病
気
と
付
き
あ
え
る
。
不
安

な
こ
と
は
、
先
生
や
薬
剤
師
さ
ん
に
ど
ん

ど
ん
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
先
生
を
変
え
て
み
る
」こ
と
も

治
療
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ

私
は
10
年
前
に
う
つ
病
を
患
い
ま

し
た
。
10
か
月
休
職
し
て
、
聴
神
経

腫
瘍
の
摘
出
手
術
も
お
こ
な
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
う
つ
病
は
職
場
復
帰

し
た
あ
と
も
良
く
な
ら
ず
、
会
社
の

健
康
相
談
室
で
医
師
の
変
更
を
相
談

し
て
、
３
年
間
薬
の
変
更
が
な
い
大

病
院
の
医
師
か
ら
、
近
郊
の
開
業
医

の
医
師
に
変
更
。
１
年
で
薬
が
な
く

な
り
、
通
院
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
十
分
に
話
を
聞
い
て
い
た

だ
け
る
医
師
は
、
患
者
側
に
と
っ
て

は
と
て
も
重
要
な
選
択
肢
の
ひ
と
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
医
師
は
も
う

少
し
患
者
の
生
の
声
を
聞
い
て
ほ
し

い
な
」
と
い
う
前
号
掲
載
の
お
た
よ

り
は
、
と
て
も
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
わ
た
し
が
い
ま
通
っ
て
い
る
医

院
と
薬
局
は
、
夜
10
～
11
時
ご
ろ
ま

で
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

︻
Ｗ・Ａ
さ
ん︵
60
代
︶山
梨
県
南
都
留
郡
︼

編
集
部
：
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
み
な
さ

ま
か
ら
の
お
た
よ
り
を
拝
読
し
て
い
る
と
、

医
師
と
の
相
性
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
患
者

サ
イ
ド
に
と
っ
て
、
最
大
の
重
要
テ
ー
マ

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

摂
食
障
害
で
苦
し
ん
で
い
ま
す

わ
た
し
は
長
い
間
、
摂
食
障
害
で

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
疾
病
に
は

特
効
薬
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
薬
を
試
し
て
み
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
効
果
的
な
薬
に
出
会
え
ま

せ
ん
。
薬
に
頼
ら
ず
、
気
持
ち
を
変

え
る
こ
と
も
試
み
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
も
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、
悪

循
環
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

な
に
か
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？　

ま
た
、
同
じ
よ
う

な
症
状
に
苦
し
ん
で
い
る
方
は
、
ど

の
よ
う
に
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

︻
Ｔ・Ｋ
さ
ん︵
30
代
︶広
島
県
三
次
市
︼

失
明
の
恐
怖
と
闘
い
な
が
ら

前
向
き
に
生
き
る

30
代
後
半
に
、
緑
内
障
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
何

度
か
手
術
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
。

失
明
の
恐
怖
に
悩
み
な
が
ら
も
、

前
向
き
に
生
き
る
こ
と
を
考
え
る
毎

日
で
す
。
そ
し
て
、
家
族
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

︻
Ｋ・Ｈ
さ
ん︵
40
代
︶長
野
市
︼

編
集
部
：
お
た
よ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
一
歩
ず
つ
、
歩
い
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
方
々
と
ご
一
緒
に
。

み
ん
な
で
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
は
や
っ
て
く
る

自
然
の
摂
理
だ
か
ら
…
…

46
歳
の
と
き
に
乳
が
ん
手
術
、
抗

が
ん
剤
治
療
の
の
ち
退
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祖
母
、
姉
、
母
を
見
送
り
、

「
退
職
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
心
お

き
な
く
そ
ば
に
い
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
病
気
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

再
発
、
転
移
の
不
安
は
消
え
ま
せ

ん
が
、
一
日
一
日
を
大
切
に
、
笑
顔

で
過
ご
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

や
が
て
は
私
に
も
や
っ
て
く
る
自

然
の
摂
理
。
残
っ
た
人
た
ち
に
「
笑

顔
の
私
」
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
ほ
が
ら
か
に
生
き
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
３
人
が
そ
う

だ
っ
た
よ
う
に
。

︻
Ｋ・Ｎ
さ
ん︵
50
代
︶福
島
市
︼

編
集
部
：
沁
み
ま
し
た
。

からころクイズ（P.30）答え
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病気や健康にまつわる川柳コーナー

からころ川柳

摂
食
障
害
で
は
、
効
果
的
な
治

療
に
出
会
え
て
い
な
い
と
い
う
お

悩
み
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
医
療

機
関
が
少
な
い
地
域
で
は
難
し
い

の
で
す
が
、
私
は
医
師
の
治
療
が

合
わ
な
い
と
感
じ
た
ら
、
変
え
て

良
い
と
考
え
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
の

領
域
は
、
医
師
と
の
相
性
が
治
療

効
果
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
そ

れ
自
体
が
病
気
の
本
質
な
だ
け
に
、

皆
さ
ん
苦
労
し
て
い
ま
す
。
自
助

グ
ル
ー
プ
で
の
相
互
支
援
、
情
報

交
換
が
有
効
だ
っ
た
患
者
さ
ん
も

い
ま
し
た
。

宮
子
あ
ず
さ
さ
ん
か
ら
ひ
と
言
！
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みなさまからのご質問について、
専門の先生に答えていただくコーナーです。

療
薬
の
進
化
に
よ
り
余
命
は
大
き

く
延
び
ま
し
た
。

︱
︱
ど
ん
な
症
状
が
起
こ
る
？

お
も
に
次
の
４
つ
で
す
。

①
骨
が
溶
け
や
す
く
な
る

８
割
以
上
の
患
者
さ
ん
が
骨
の

痛
み
を
訴
え
ま
す
。
も
っ
と
も
多

い
の
は
腰
で
す
。
骨
が
も
ろ
く
な

る
た
め
、
腕
や
脚
の
骨
折
︵
病
的

骨
折
︶
の
ほ
か
、
背
骨
が
変
形
す

る
圧
迫
骨
折
も
起
こ
り
え
ま
す
。

②
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る

が
ん
化
し
た
形
質
細
胞
は
、
抗

体
の
代
わ
り
に
「
Ｍ
た
ん
ぱ
く
」

と
い
う
物
質
を
大
量
に
生
み
出
し

ま
す
。
こ
れ
が
腎
臓
に
た
ま
っ
て

腎
不
全
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
貧
血
に
よ
る
倦
怠
感

正
常
な
赤
血
球
が
造
ら
れ
な
く

な
っ
て
貧
血
に
な
り
ま
す
。
正
常

な
白
血
球
も
減
少
し
て
免
疫
機
能

が
働
か
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、

感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
る
。

正
常
な
血
小
板
が
減
っ
て
、
出
血

し
や
す
く
な
る
⋮
⋮
な
ど
の
症
状

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

④
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が

高
く
な
る

溶
け
た
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
血

液
に
流
れ
込
み
ま
す
。
血
中
カ
ル

多
発
性
骨
髄
種
の
最
新
事
情
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

︻
Ｗ
・
Ｙ
さ
ん︵
60
代
︶高
知
県
︼

多
発
性
骨
髄
腫
は
骨
髄
内
の
形

質
細
胞
が
が
ん
化
す
る
病
気
で
す
。

形
質
細
胞
は
リ
ン
パ
球
に
由
来
す

る
細
胞
の
一
種
。
体
内
に
侵
入
し

て
き
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
攻
撃

す
る
「
抗
体
」
を
造
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
大
半
は
60
歳
以
上
。

40
歳
以
下
で
発
症
す
る
こ
と
は
ま

れ
で
す
。
以
前
は
、
治
療
開
始
後

の
平
均
的
な
余
命
は
２
～
３
年
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
治

Q

多
発
性
骨
髄
腫

シ
ウ
ム
濃
度
が
過
度
に
上
昇
す
る

と
、
多
尿
、
吐
気
、
食
欲
不
振
、

と
き
に
意
識
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。

︱
︱
基
本
の
治
療
方
針
は
？

多
発
性
骨
髄
腫
は
、
一
般
的
に

進
行
が
遅
い
病
気
で
す
。
一
部
の

患
者
さ
ん
で
は
症
状
が
な
い
時
期

に
検
診
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
て

診
断
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
経

過
観
察
を
し
て
、
症
状
が
出
た
時

点
で
治
療
を
開
始
し
ま
す
。

治
療
は
、
薬
物
療
法
が
中
心
と

な
り
ま
す
。
従
来
の
抗
が
ん
剤
や

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
加
え
て
、
こ
の

十
年
の
間
に
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ボ

ル
テ
ゾ
ミ
ブ
、
レ
ナ
リ
ド
ミ
ド
な

ど
の
新
し
い
治
療
薬
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

若
く
て
体
力
の
あ
る
患
者
さ
ん

で
は
、
こ
れ
ら
の
薬
物
療
法
に
加

え
て
抗
が
ん
剤
の
一
つ
で
あ
る
メ

ル
フ
ァ
ラ
ン
を
大
量
に
用
い
る
治

療
を
自
家
移
植
と
併
用
で
行
い
ま

す
。
自
家
移
植
で
は
、
予
あ
ら
か
じめ
正
常

な
造
血
幹
細
胞
︵
い
わ
ば
血
液
細

胞
の
＂
タ
ネ
＂︶
を
患
者
さ
ん
か

ら
採
取
し
て
凍
結
保
存
し
て
お
き
、

大
量
の
抗
が
ん
剤
︵
メ
ル
フ
ァ
ラ

ン
︶
を
投
与
し
て
体
内
の
が
ん
細

胞
を
全
滅
さ
せ
た
後
、
保
存
し
て

い
た
造
血
幹
細
胞
を
体
内
に
戻
し

ま
す
。
こ
の
造
血
幹
細
胞
か
ら
新

た
に
正
常
な
血
液
細
胞
が
造
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
家
移
植

の
治
療
効
果
は
高
い
の
で
す
が
、

一
時
的
に
白
血
球
が
減
っ
て
感
染

症
の
リ
ス
ク
や
口
内
炎
や
下
痢
な

ど
の
副
作
用
が
あ
り
、
体
に
負
担

が
か
か
る
た
め
、
一
般
的
に
65
～

70
歳
以
下
く
ら
い
の
体
力
の
あ
る

患
者
さ
ん
に
限
ら
れ
ま
す
。

︱
︱
多
発
性
骨
髄
腫
に
対
す
る
新
し

い
治
療
薬
と
は
？

新
し
い
治
療
薬
の
中
で
も
ボ
ル

テ
ゾ
ミ
ブ
と
レ
ナ
リ
ド
ミ
ド
︵
※

１
︶
は
初
回
治
療
で
使
わ
れ
ま
す
。

ボ
ル
テ
ゾ
ミ
ブ
は
注
射
薬
。

２
０
０
６
年
に
保
険
適
用
さ
れ
た

分
子
標
的
薬
で
、
骨
髄
腫
細
胞
の

増
殖
を
抑
制
し
、
治
療
効
果
は
か

な
り
高
い
。
た
だ
し
、
神
経
障
害

︵
指
先
の
し
び
れ
︶
や
血
小
板
が

減
る
と
い
う
副
作
用
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
メ
ル
フ
ァ
ラ
ン
な
ど

の
抗
が
ん
剤
や
ス
テ
ロ
イ
ド
と
の

併
用
で
使
わ
れ
ま
す
。
治
療
導
入

の
た
め
に
入
院
が
勧
め
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
通
常
は
通
院

治
療
で
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

レ
ナ
リ
ド
ミ
ド
は
の
み
薬
、
サ

リ
ド
マ
イ
ド
︵
※
２
︶
と
類
似

の
薬
で
す
。
２
０
１
０
年
か
ら

保
険
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
５
年
か
ら
初
回
治
療
に
も

使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
白
血
球
が
減
る
、
血
栓

症
と
い
っ
た
副
作
用
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
一

つ
デ
キ
サ
メ
タ
ゾ
ン
と
の
併
用
で

用
い
ら
れ
ま
す
。

多
発
性
骨
髄
腫
は
完
治
が
む
ず

か
し
い
病
気
で
、
残
念
な
が
ら
９

割
以
上
の
患
者
さ
ん
が
再
発
し
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
の
治

療
の
進
歩
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
り
、
次
々
に
新
薬
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
。
再
発
・
難
治
性
多

発
性
骨
髄
腫
を
対
象
と
す
る
薬
と

し
て
サ
リ
ド
マ
イ
ド
が
あ
り
ま
し

た
が
、
２
０
１
５
年
に
、
ポ
マ

リ
ド
ミ
ド
と
パ
ノ
ビ
ノ
ス
タ
ッ
ト

︵
い
ず
れ
も
の
み
薬
︶
が
新
た
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
カ
ー

フ
ィ
ル
ゾ
ミ
ブ
、
イ
ク
サ
ゾ
ミ
ブ
、

ダ
ラ
ツ
ム
マ
ブ
、
エ
ロ
ツ
ズ
マ
ブ

な
ど
の
分
子
標
的
薬
の
新
薬
の
開

発
が
進
ん
で
お
り
、
近
い
将
来
に

使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

（※１）サリドマイドの効果を高め、副作用のリスクを低減させた薬。
（※２）1958年に睡眠薬として登場したが、妊婦が服用した場合、胎児に奇形を引き起こすことがわかり、販売中止となった。その後、
　　　 多発性骨髄腫への有効性が認められて、2008年に多発性骨髄腫の治療薬として再承認された。
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イラスト：平野瑞恵

「
そ
ら
の
い
ろ
」
42

お
元
気
で
　
高
橋
順
子

神
社
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
る
と

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
は
連
れ
だ
っ
て
　
杖
二
本
の

ス
キ
ー
・
ス
タ
イ
ル
で
坂
を
下
り
は
じ
め
る

お
じ
い
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
は
よ
ろ
け
る
が
　
杖
は
つ
か
わ
な
い

向
こ
う
か
ら
来
る
若
い
お
ば
あ
さ
ん
と

「
元
気
で
な
」
と
言
い
な
が
ら
　
両
手
で
握
手
す
る
の
だ

コ
ブ
シ
の
花
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た

お
じ
い
さ
ん
の
つ
つ
ま
し
く
　
つ
つ
が
な
い
一
日
は

こ
う
し
て
め
ぐ
り
始
め
る

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
：
詩
人
。
千
葉
県
生
ま
れ
。
お
も
な
詩
集
に
『
あ
さ

っ
て
歯
医
者
さ
ん
に
行
こ
う
』（
本
誌
連
載「
そ
ら
の
い
ろ
」を
収
録
）、『
海
へ
』

（
藤
村
記
念
歴
程
賞
、
三
好
達
治
賞
受
賞
）
な
ど
。
月
に
ち
な
む
４
０
０
語

の
ほ
か
、
エ
ッ
セ
ー
や
写
真
を
収
録
し
た
『
月
の
名
前
』
も
お
す
す
め
。
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